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が寝ないではないか」「なぜ夜9時からや
るんだ」という苦情の電話が鳴り止まず、
ついには担当者が「親のしつけが悪いの
だろう」と言い返してしまったという笑い
話もあります。興行成績は振るわなかっ
たにも関わらず、今ではスタジオジブリの
トレードマークになっており、「さながら
一家に一本『となりのトトロ』のビデオ、
DVDがあるというような形で愛していた
だいている」ことは非常に嬉しい限りです。

1984年に『風の谷のナウシカ』、1986
年に『天空の城ラピュタ』、そして1988年
にこの『となりのトトロ』と『火垂るの墓』
を制作した時点で、宮﨑監督は「3本も作
ると友達を失う」からおしまいにしようと
言いはじめます。鈴木敏夫プロデューサー
は「せっかくなので続けましょうよ」と言っ
て説得、制作したのが『魔女の宅急便』
です。宮﨑監督は制作の条件として、ス
タッフ全員の社員化、新人の採用と育成、
そして鈴木氏のスタジオジブリへの転籍
という、スタジオの未来を強く見据えた3
つの要求を提示しました。

1990年代は『おもひでぽろぽろ』『紅
の豚』『平成狸合戦ぽんぽこ』などの劇
場公開を果たしますが、その都度『ライオ
ンキング』や『アラジン』といった世界で
大ヒットを連発するディズニー作品と劇場
で戦うことになりました。ただ、おかげさ
まで日本においてのみは、ジブリがディズ
ニーに勝ち続けました。その結果、『もの
のけ姫』の劇場公開に先駆けてディズニー

と業務提携をする展開へとつながってい
きました。

『もののけ姫』と世界進出

『もののけ姫』（1997年）は、従来の子
供向けアニメーションと異なり、自然と人
間の戦いを描く壮大な世界観の映画です。
夏休みの子供向けとして本当に適してい
るのだろうかと危惧されました。さらに、
この作品から宮﨑監督は制作期間を2年
かけております。これは絵が非常に手の
込んだものであるためですが、2年かける
ということは制作費が従来の2倍になると
いうことでした。コストが2倍となり、作品
のテーマも難しいことから、関係者の間で

「大丈夫なのか」と危ぶまれた作品でした。
しかし、おかげさまで、先述の通りディズ
ニーと業務提携し、世界配給、すなわち
世界に打って出る作品として大きな宣伝
を行い、『 もののけ 姫 』は当時日本で
1420万人の方に劇場でご覧いただく大
ヒットとなりました。『もののけ姫』は無
事北米で公開され、以降ディズニー他の
力を借りて全世界で公開されていくことに
なります。

次の『千と千尋の神隠し』（2001年）に
おいて、世界進出が実を結び、アカデミー
賞の長編アニメーション部門でオスカー
を受賞することができました。ディズニー
の中で『リロ・アンド・スティッチ』を推
すチームと『千と千尋の神隠し』を推す
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チームがおり、おかげさまで『千と千尋の
神隠し』が受賞したことで、社内では大変
な事態になったのではないかと言われて
おります。この受賞により、スタジオジブ
リは世界へ打って出る作品を制作する会
社となりました。以後、『 猫 の恩 返し』

（2002年）に始まり、『ハウルの動く城』
（2004年）、『ゲド戦記』（2006年）、『崖
の上のポニョ』（2008年）、『借りぐらし
のアリエッティ』（2010年）、『コクリコ坂
から』（2011年）と続きます。そして2013
年には『風立ちぬ』、宮﨑駿が引退を宣言
した作品になりますが、そして高畑勲の
最後の作品となりました『かぐや姫の物
語』（2013年）があります。

宮﨑駿監督の引退宣言と会社の方向転換

『風立ちぬ』公開後、宮﨑駿監督は「今
回は本気です」と言って引退宣言をいたし
ました。引退宣言を受けて、制作部門を
解散し、スタジオジブリの中に制作部門
がない状態になりました。我々はどうすべ
きか。映画がなくても事業を継続するた
め、出版やグッズの販売、全国巡回のイ
ベントや展覧会、海外展開、そしてジブリ
美術館やジブリパークの運営といった事
業に転換していきました。

宮﨑駿監督が引退したという前提のも
とでさまざまな取り組みを行っていまし
たが、彼は「今回は本気です」と言って引
退宣言をしたにも関わらず、3年後に再び

筆を動かし始めました。短編アニメーショ
ンを経て、長編を作りたいという思いに至
り、引退宣言から4年目にして再び映画を
制作し始め、そこから7年かけて2023年7
月に『君たちはどう生きるか』を完成させ
ました。これが、宮﨑駿の10年ぶりの新
作でしたが、世界で評価され、オスカー
を受賞し現在に至っております。

あらためて感じたことは、さまざまな事
業を展開しようと考えましたが、やはりス
タジオジブリは宮﨑駿監督を中心として
アニメーションを制作する会社であり、そ
の延長線上に初めて出版や商品、ジブリ
美術館、ジブリパークといった全てが成り
立っている、すなわち、宮﨑駿の思いを実
現し、表現する一つの手段としてジブリ美
術館、ジブリパークもあるのだなというこ
とを再認識させられたのが『君たちはど
う生きるか』という作品でございました。

ジブリ美術館の誕生と理念

ジブリ美術館は東京・三鷹にあります。
この美術館ができたことで、三鷹は多くの
人が訪れる場所に変わりました。美術館
建設は、『もののけ姫』制作時の宮﨑監
督の引退宣言と、ともに歩んできたアニ
メーターたちの高齢化という、スタジオジ
ブリの切実な問題（高齢化対策）から始
まりました。

当初は、高齢のアニメーターの生活を
支えるため、グッズのショップ運営を構想
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しましたが、「ショップをなめないでくだ
さい」と反対を受け、「集客施設がまずあ
り、そこにグッズを売るお店があれば、グッ
ズは売れるだろう」というヒントを得て、
美術館の検討が進みました。宮﨑駿が関
わるとなるとその徹底ぶりは尋常ではあ
りません。まずは、全国の美術館を見て
回り、美術館の特徴をまとめていきまし
た。その特徴は以下の通りです。

①�概して威圧的な建物で、現代建築で、
人を圧倒するような建物が多い

②�中に入ると真っ暗で、シーンとしてお
り、温度も低い

③�概ね順路通りに歩いて行かなければ
ならず、そこに解説が付いていて、順
路通りに解説を読みながら行くと、

なんとなく最後に分かった気になる
④�見に来ている人 （々特別展は別とし

て常設展）は、大体美術愛好家か
美大生、すなわちその道の専門家た
ち。結果として、どの施設も閑散とし
ている

宮﨑駿監督は、一般の美術館の威圧
的な建物や、暗く静かな空間、順路通り
の鑑賞を、エンターテイナーとして好まず、

「全て逆にやればよいのではないか」と考
えました。

また、宮﨑監督は「建物は映画のよう
に作りたい」と言っており、門を入ってか
らさまざまな空間を通って、まるで映画の
ストーリーのように心が動く体験をデザ
インしました。
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「こんな美術館にしたい」という熱い思
いが込められています。

・�おもしろくて、心がやわらかくなる美
術館

・いろんなものを発見できる美術館
・�キチンとした考えがつらぬかれている

美術館
・�楽しみたい人は楽しめ、考えたい人は

考えられ、感じたい人は感じられる美
術館

・�そして、入った時より、出る時ちょっぴ
り心がゆたかになってしまう美術館

結局はアニメーターの高齢化対策のは
ずが、新規の若いスタッフを大勢集めて
運営することになります。

我々の運営の考えは、以下の3つです。
①�子供のための美術館として本物を見

せること：子供たちに本物に触れて
ほしい、見てほしい、何かを感じてほ
しい。そして帰る時、一つでよいから
思い出を持って帰ってほしいという
願いが込められています。

②�物作りを伝えること：展示されてい
るのは、スタジオジブリがどのように
映画を制作しているかというプロセ
スそのものや、職人さんが誠意を込
めて作ってくれたものです。皆が時間
と労力を費やして物ができていく過
程こそを見て感じてほしいのです。

③�公園との共生、自然との共生：井の
頭公園の一角にあるため、公園の緑
に馴染むようにし、生け垣の高さも、

向こうの人の気配を感じられる程度
で完全に閉じず、お互いにそこに人
がいるのを感じられるようにしてい
ます。

宮﨑監督は「ジブリファンだけの美術
館にしたくない」と考えており、我々もキャ
ラクター美術館にはせず、物作りを伝え
たいとか、子供のための美術館にしたい
という願いを込めて、文化施設として何か
思いを伝えていく場所にしたいと思って
運営をしております。

館内を快適な空間として見ていただく
ため、入場者数を1日2400人に制限し、
予約制で運営しています。しかし、海外か
らの来館者が増え、ジブリ美術館の2400
人という数だけでは、全てのお客様の期
待や欲求に応えられない状況になりまし
た。そのような時に話が出てきたのが、ジ
ブリパークでした。

ジブリパークの誕生と理念

ジブリパークの話が持ち上がった頃、
宮﨑監督も初めてテーマパークを検討し
てもいいと言ってくれました。さまざまな
候補地がある中で、愛知県の大村知事が
誘致の話を諦めずに何度も足を運んでく
ださったことが、大きなきっかけとなりま
した。愛知県との縁は、2005年の愛知万
博（愛・地球博）のパビリオンの一つとし
て作られた『となりのトトロ』の「サツキ
とメイの家」に始まります。
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この「サツキとメイの家」は、環境万博
のテーマに合わせ、エアコン、洗濯機、冷
蔵庫のない、循環型の生活をしていた頃
の建物を、コンクリートを一切使用せず、
昭和初期の作り方で純粋に真面目に作っ
た建物です。万博会期後、さまざまな誘
致の話があったため、どこにも譲れず、愛
知県でずっと管理・運営してもらう形で残
り続けていました。毎年10万人のお客様
が訪れる、愛着のある場所となっていた
のです。万博から10年後のイベントで修
繕された後、大村知事から「『サツキとメ
イの家』だけでなく、他のこともやっても
らえないか」という話があり、ジブリパー
クが始まりました。

愛・地球博記念公園は万博跡地ですが
元々は昭和40年代にできた青少年公園
です。地元の先輩方から「あそこは自分た
ちの子供の頃、キャンプをした場所だ、
ザリガニ釣りをした場所だ。あそこは大事
な思い出の場所だからちゃんとやってくれ
よ」という電話がかかってきました。しか
し、視察すると平日は人が全くいない。そ
こで、我々が第一に考えたのは、公園に
賑わいを取り戻し、「もう一度みんなの思
い出が残る場所にしたい」ということです。
愛知県の人が必ず一度は子供の頃に訪れ、
大人になっても口の端に上るような場所
にしたい。

2つ目は、「ここに来たら、もう一度ジ
ブリのことを思い出してもらえる」「もう
一度ジブリの映画が見たくなる」、そのよ

うな場所にしたいということです。
3つ目は、鈴木敏夫プロデューサーの

発案で「ジブリパーク」という名前にし、
「観光客も訪れてくれる都市公園にした
い」という志です。

ジブリパークは、5つのエリアで構成さ
れています。

ど�んどこ森：「サツキとメイの家」は一
度に大人数を入れることができない
ため、外側で楽しめるものとして、ほ
こらなどを作り、皆にここに遊びに来
てもらう形にしました。

魔�女の谷：「サツキとメイの家」が昭和
初期の本格的な建物であったので、
次はヨーロッパの作品（『魔女の宅急
便』のグーチョキパン屋、『アーヤと
魔女』の魔女の家など）の西洋の建
物を本格的に、誠意を込めて建てて
みようと制作しました。

ジ�ブリの大倉庫：稼働率の低いプール
だった建物を活用し、倉庫から蔵出
ししたものを皆様に見せるという場
所になっています。ここはテーマを決
めずにジブリのさまざまなものが見
られ、写真撮影を楽しめる場所で、

『千と千尋の神隠し』のカオナシの前
で写真を撮るためには1時間並ぶ方
が出るほどの人気です。

青�春の丘：エリアのランドマークとして
時計塔を作り、その横に『耳をすま
せば』に出てくる地球屋を配置して
います。
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も�ののけの里：サトラボという里山を作
り出す施設に隣接していたため、そ
の風景に合わせて、「もののけの里」

（エミシの里）とタタラ場を作るとい
うことを行いました。

2022年11月に3エリアがオープンし、
2023年11月、2024年3月と順次オープン
し、おかげさまで5つのエリア全てがオー
プンできました。こうしたジブリパークの
5つのエリアが公園内に散在することで、
お客様が公園の中を縦横無尽に行き交
い、あちこちでみんなが笑顔になるような
公園になってくれたらいいなぁと思ってい
ます。

最後に、ジブリ美術館とジブリパーク
の最も大きな違いは日々の集客人数です。
ジブリ美術館が年間60万人に対し、ジブ
リパークはその3倍程度の来場者を迎え
ています。ジブリ美術館は地元で需要を
まかなえる小さな施設ですが、ジブリパー
クは立地と人口の問題から、国内外の観
光客に依存して運営していく必要があり
ます。約70％を観光に頼っていかなけれ
ばなりません。

愛知県が使用している言葉ですが、「ジ
ブリパークのある愛知」を盛り上げ、多く
の人にジブリパークに来てもらいたいと
願っております。
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9月25日（木）14:45～16:45 
会場：Aichi Sky Expo（愛知県国際展示場）会議室L3／L4／L5

第8回TEJ観光大臣会合：
世界の観光トップが愛知に集結
激変する地域観光～地域連携戦略と人材育成

ウェルカムメッセージ モデレーター

　国連が「持続可能な開発目標（SDGs）」を採択してから10年目を迎えた今年、第8回TEJ
観光大臣会合には世界7カ国の観光行政トップと6つの国際機関代表が参加し、持続可能
な未来につながる「地域の変革」について議論した。世界観光機
関（UN Tourism）のエグゼクティブ・ディレクター、ゾリッツァ・
ウロセヴィック氏は「世界の観光産業は回復し、今は新たな変
革期に入っている」と話し、変革を後押しする人材やインフラへ
の投資、持続可能でインクルーシブな発展に資するデスティネー
ションの多様化やDXを呼びかけた。同会合のテーマの一つと
なった、デスティネーションの多様性の議論を中心に各氏のコ
メントを紹介する。

共催：

最適なバランス確保が成長持続につながる

マージョリー・デューイ氏

株式会社コネクトワールドワイド・ジャパン 
代表取締役

　世界各国で、「持続可能な開発目標（SDGs)」を2030
年までに達成するべく、17項目にわたる共通のチャレン
ジに取り組んでいるが、持続可能な観光をマネジメント
するためのカギが「変革」であることは、すでに認識さ
れている通りだ。地域の環境、経済、投資、人材、デジタ
ルイノベーション、地域ネットワーク、社会的・文化的要
素など、多くの領域に関わる問題だ。最適なバランスを
探り出し、これを保つことが最も重要であり、長期的に
安定した地域の成長継続に欠かせない。

官民の強固なパートナーシップが成長促す

サラ・ワン氏

世界旅行ツーリズム協議会（WTTC）
アジア地域部長

　「2035年までの年平均成長率は3.5％と、観光は他産
業を上回る勢いで拡大し、同時に炭素強度（売上当たり
の排出ガス量）は少しずつ減っている。だが課題も多い。
ツーリズムが関わるすべてのコミュニティ、伝統や価値、
自然環境を守りながらの成長を目指す我々にとって、本
日の会合は、非常に心強い対話の場だ」（ジュリア・シン
プソンCEO）とのビデオメッセージにある通り、官民の強
固なパートナーシップは、持続可能かつ包摂性のある
ツーリズムの成長に不可欠だ。2025年に観光がGDPの
8%を占める見込みである日本はその好例だ。ツーリズム
をより良い未来実現の力にしよう。

ゾリッツァ・ウロセヴィック氏
世界観光機関（UN Tourism）
エグゼクティブ・ディレクター
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第8回TEJ観光大臣会合

パネリスト
観光地の多様化と地域間の協力で持続可能な観光へ

フオット・ハク氏

カンボジア王国 
観光大臣

　観光地の多様化が求められている。観光資源を多面
的に活用し、観光客にバランスの取れた体験を提供す
ることで、観光客の流れを分散させ、世界遺産の保護
や地域社会への経済効果の公平な還元を目指す。その
ためには、インフラ投資や地域社会の参加、官民連携
による地域間連携のとれた新たな観光ルート開発が不
可欠だ。さらに近隣諸国と協力し、多国間観光ルートの
推進や観光基準の調和、人材育成、デジタル活用に関
する知識共有にも取り組んでいく。

変化する旅行市場の価値観　地域と業界の改革を

アラジン・リロ氏

東アジア・アセアン
経済研究センター（ERIA) 
マネージングディレクター

　ASEANの観光はパンデミックから見事に回復したが、
市場ダイナミクスと業界構造が大きく変わった。サステ
ナビリティを基本に安全面が重視され、一層のデジタル
化が求められている。政府および観光地はこうした市
場の変化と多様なニーズをくみ取り、適切なメッセージ
を発信し、価値ある旅行を創出しなければならない。地
域改革、そのためのガバナンス、市場動向に合わせた
情報の共有などが重要な要素だ。

地域の発信と戦略的投資でバランスのとれたツーリズムに

ドゥブラウカ・カリン氏

スロベニア共和国 
経済観光スポーツ省 観光局長

　現在の観光においては、数の実績を追うことよりも
付加価値の創造が重要になってきている。我が国に
は小規模な観光関連事業者が多く、これは地域につ
いて発信する際には効果的だ。同時に、特にウェルネ
スや長寿などをキーワードとした観光インフラや商品
への投資を促進することで、観光の一極集中を避け
て分散を試み、地域に資するバランスのとれた観光を
推進する必要がある。観光による影響を測るための
デジタル技術も重要だ。

ETC各国が一体となり地域と時期の分散を

ミゲル・ガジェゴ氏
ヨーロッパ観光委員会（ETC）

マーケティング・広報ディレクター 
　ヨーロッパの面積は小さいが世界の旅行者の半数に
当たる7億人の旅行者が訪れ、その多くが7～8月に集中
するオーバーツーリズムに見舞われている。環境、文化、
住民を守るために地域と旅行時期の分散を図り、CO2

削減の移動手段を推進したい。旅行者と住民のバラン
スをとりながらサステナブルで価値のある旅を生み出す
べく、ETC36カ国は一体となって「Unlock Unexpected 
Upgrade(意外なより良い旅へ)」キャンペーンを展開する。

シルクロードに隠された知られざる地方の魅力

アジズ・アブドゥハキモフ氏

ウズベキスタン共和国 
エコロジー環境保護気候変動大臣

　シルクロードの国、ウズベキスタンには年間1000万人
の外国人旅行者が、30億USドル以上の収益と数十万人
の雇用をもたらしている。ビザの自由化、交通網の拡充、
新しい観光地の開発などの成果とも言えるが、ユネスコ
の世界遺産だけでなく、地方の自然と小さな村の生活
文化などの魅力を広めたい。サステナブルな観光キャン
ペーン「UzStainable」、地域への貢献などバランスのと
れた観光戦略「ウズベキスタン2030」を推進していく。

持続可能な「意義ある観光」に向けて

ピーター・シモン氏

太平洋アジア観光協会（PATA）会長

　観光の多様化や資源開発には、供給と需要の両面の
理解が不可欠だ。PATAは「観光資産マッピング」を通じ、
地域の文化・自然資源の独自性を明確化し、各国の適
切な市場対応を支援している。またオーバーツーリズム
や持続可能性の課題の原因は観光客数に偏る傾向に
あると考え、「意義のある観光」という新しいコンセプト
に取り組んでいる。環境や経済への影響を正しく評価
する新たなKPIを導入することで、地域全体を見据えた
持続可能な観光戦略の推進を目指している。
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パネリスト
観光政策「Thrive 2030」が目指す持続可能な観光

ニータ・グリーン氏

オーストラリア
観光補佐大臣

　経済的・社会的・環境的課題に向き合いつつ、質の
高い体験を提供し続け、国際競争力を維持することが
今日の観光には求められる。これを達成するための観
光政策が「Thrive 2030」だ。2020年からの10年で訪豪
客支出を2300億豪ドル増やし、このうち40％を地方に
落とすことが目標。すでに観光業の雇用の51％が地方
で創出されている。また、政府は「観光経済のための国
家持続可能性枠組み」を発表。国全体で持続可能な観
光に対する認識を共有する。

DXの恩恵を観光業に　新しい目的地の開発に生かす

アナ・クラウディア・カラム氏

ウルグアイ東方共和国 
観光副大臣

　米州開発銀行（IDB）の協力のもと「Innovation and 
Development of Tourism 4.0 in Uruguay」戦略を行っ
ている。これはDXを特に観光業に広げていこうという
もの。エコシステムを構築した上で、デジタルソリュー
ションを観光マネジメントにどのようにつなげるかが目
標だ。パイロットプログラムも始まっており、今までデジ
タルの恩恵を得ていなかった新しい目的地の開発が可
能になるだろう。

観光が地域変革を起こすための ｢3つのD」

グスタヴォ・ ティモ氏

アドベンチャー・トラベル・トレード・
アソシエーション（ATTA）

プレジデント

　観光業は「3つのD」、すなわち、多様化（Diversification）、
分散化（Dispersion）、深化（Deepening）を目指し、気
候変動対策の推進、文化的尊重、包摂的な経済成長の
実現を後押しする力となるべきだ。特に地域の女性や若
者、起業家が直接恩恵を受けることのできる仕組みが
必要。ATTAの最新の調査によると、市場においても自然・
文化・体験への需要は高い。観光の成長が地域の健全
性・レジリエンス・長期的持続可能性と調和することで
地域変革が起こる。

地方への誘客と持続可能な観光で訪日客増の課題に対応

𠮷井　章氏

日本国 
国土交通大臣政務官

　訪日外国人旅行者が好調な一方、一部地域の過度
な混雑やマナー違反の問題が生じている。これらの課
題に対応すべく、地方部への誘客や持続可能な観光を
推進している。地方への分散化は、地域観光づくりの
司令塔となる組織、DMOを中心に地域全体の活性化
を図っていく。また持続可能な観光実現には、観光客
受け入れと住民の生活の質を両立できる取り組みが重
要だ。観光客向けの移動手段の導入、需要の分散、平
準化などを進めていく。

多様性が最大の競争力　10年で地域観光政策を前進

グロリア・マリア・デ・レオン・ズビエタ氏

パナマ共和国 
観光庁長官

　中米地域はそれぞれ文化・自然・伝統などすべてが
異なり、その多様性が最大の競争力だ。中米観光評議
会の議長国として、多様化を包摂的に進め、安定した雇
用と機会を生み出すことを目指している。今後10年で地
域観光政策（PRETUR 2025–2035）を前進させ、競争力
とレジリエンスを強化する共通の枠組みを築く。また最
大の資産は、SICA （中米統合機構）地域の「人材」だ。
人への投資は地域の未来への投資につながっていく。

クロージングトーク

競争力と需要偏在の解消に欠かせぬ多様性

金子 正志 氏
世界観光機関（UN Tourism）
アジア太平洋地域事務所 所長

　本日は地域の観光振興について「変革」をキーワード
に２点を議論した。持続可能で魅力的な観光地には地
域の特色と競争力を維持すると同時に、多様な観光資
源の提供が不可欠であること。地域や時期の需要偏在
の解消にも、観光地の多様化は重要だ。次に、持続可
能な質の高い観光には人材不足の克服が必要な点。人
材育成とデジタル技術の導入が、この課題解決のため
の相補的な施策で、その相乗効果は観光サービスの質
的向上にも資するものだ。
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国内観光シンポジウム

平常時の豊かさが非常時の支えになる
「フェーズフリー」

私は前職の鉄道会社在籍時に大きな災
害に何度も遭遇し、そのたびにお客様の
ケアに奔走しました。

その経験から、私が現在理事を務めて
いる国際観光施設協会において、本日登
壇いただく佐藤唯行先生が提唱されてい
る「フェーズフリー」という考え方と取り
組みを知り、深く感銘を受けました。私自
身もこの考え方を学び、ぜひ皆様に知っ
ていただきたいという思いから、本日この
シンポジウムを開催させていただく運び
となりました。

観光は究極の平和産業であり、平時に
おいては多くのお客様にその土地の魅力

を楽しんでいただくという大切な役割を
担っています。しかし、ひとたび大きな災
害が発生した場合、観光客のような非居
住者の方々を安全かつ快適に、安心して
過ごしていただくためには、迅速な対応
が必要です。

フェーズフリーとは、平常時から設備や
インフラを整えておくことで、災害時にも

「スイッチを切り替えることなく」、普段と
同じようにそのままの使い勝手で災害に
対応できるという考え方だと私は捉えて
います。

この後、基調講演とパネルディスカッ
ションを行います。本日ご参加の皆様に
は、その知見をぜひお持ち帰りいただき
たいと考えております。

9月26日（金）10:00～11:20 
会場：Aichi Sky Expo（愛知県国際展示場）会議室L3／L4／L5

国内観光シンポジウム
フェーズフリーで進化する観光

－安心と豊かさが築く次世代のデザイン
主催者挨拶

最明 仁
公益社団法人日本観光振興協会 理事長

主催：公益社団法人日本観光振興協会
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フェーズフリーが基本的な考え方に

本日は、フェーズフリーという考え方に
ついて皆さんと一緒に考えていきたいと思
います。企業や行政では、どのように広がっ
ているのでしょうか。

アスクルのWEBサイトでは、「備えない
防災のススメ　いつものオフィスが非常時
にも活躍する。これからの新スタイル、
フェーズフリー・オフィス。」と称して、さま
ざまなフェーズフリー商品が販売されてい
ます。大東建託のテレビCMでは、フェーズ
フリーの 賃 貸 住 宅を紹 介しています。
フェーズフリーは、各業界のリーディングカ
ンパニーと言われる企業がそのコンセプト

を自分たちの新しいマーケティング手法と
して、顧客に対する新しい価値提案の方法
として用いています。

調布市は『調布市総合計画』で、30の
施策を貫く基本的な考え方として、フェー
ズフリーを盛り込んでいます。

2024年1月の能登半島地震で被災した
石川県は、同年6月に『石川県創造的復興
プラン』を策定しました。「平時の延長で
有 事に備える」「平 時 から災害 時まで
フェーズフリーで、状況に関わらず活用が
可能な『奥能登版デジタルライフライン』
の構築を目指す」としています。

能登のような、普段のまちづくりもままな
らない地域に非常時にしか役に立たない

佐藤 唯行 氏
一般社団法人フェーズフリー協会 代表理事

　 
　

国内観光シンポジウム
基調講演

フェーズフリー：「日常」を超えた価値を創る
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インフラを整備することは非常に難しく、コ
ストパフォーマンスも悪いです。住民の生
活を豊かにすることのほうが重要ですが、
非常時のことも考えなければなりません。
そこで、普段の生活を豊かにする延長線上
に、非常時の課題も解決できる社会的な
デザインをする必要があります。そこで、
フェーズフリーを取り入れています。

神奈川県では、「神奈川県地震防災戦
略～誰一人取り残さない防災を目指して
～」で掲げている5つの柱の5番目に、フェー
ズフリーが入っています。「日常の取組が
災害時の強みになり、シームレスで無理の
ない対策が、災害から身を守る鍵になりま
す」としています。

従来の防災は、誰かを取り残してしまい
ます。備えることを前提としていたからです。
でも、備えることは、実際はなかなか難し
いです。フェーズフリーは、普段の暮らしを
便利にしていった結果、非常時にも役に立
つという考え方なので、備えをしていない人
も取り残さずに取り組むことができます。

2024年5月、環境省は第六次環境基本
計画を閣議決定しました。この計画の中に
も、フェーズフリーを取り入れたライフスタ
イルの推進に言及しています。国の防災政
策も、非常時のためだけの施策はうまくい
きません。フェーズフリーは、基本的な考
え方となってきています。

行政と民間で共通するのが、内閣府が出
している「PPP／PFI推進アクションプラン

（令和7年改訂版）」です。アクションプラン

の4番目に、「フェーズフリーの視点を取り
入れた官民連携の推進」としています。官
民連携においても、フェーズフリーが基本
的なコンセプトになっています。

繰り返される災害と防災

私が防災に関わり始めた1993年は北海
道南西沖地震が発生し、奥尻島で大きな
津波がありました。1995年には阪神・淡路
大震災が発生しました。

災害は、私たちの命や生活を奪う重大
なインシデントです。人類は文明や文化を
発展させて多くのことを解決してきました
が、大きな災害は繰り返し起きています。

こういった繰り返す災害から安心安全な
社会を守り、つくっていく運動のことを「防
災」といいます。

防災を持続可能なものに

防災を行っている人は、誰だと思います
か？　行政やボランティアという話がよく
出てきますが、限りある予算で行っている
ため、目標に到達できません。目標に到達
するには限りあるものではなく、持続可能
な価値提供の仕組みとしての「ビジネス」
の存在が不可欠ではないでしょうか。しか
し、防災をビジネスにするのはとても難し
いです。皆さんが防災をビジネスにすると
いっても、積極的に取り組もうとはならな
いのではないでしょうか。
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災害時、自分の大切な人の命や生活を
失ってもいいと思う人はいませんよね。で
も実際には、十分に備えができている人は
少ないと思います。そうです。これが、防災
を難しくしているのです。防災はするべきだ
という気持ちと、備えるという行動がイコー
ルにならないから、災害が繰り返し起きて
しまうのです。備えることが難しいのに備え
ましょうと説いても、解決しません。ならば、
備えの提案をせずに、日常で使用している
さまざまなものを非常時にも対応できるよ
うにしてしまえばよいのではないでしょうか。

私たちは、日常の日用品と非常時の防災
用品を分けていました。でも、私たちは日
常、非常時を超えて連続的に生活している
ので、非常時にしか役に立たないものには
手が届きませんでした。そうではなく、普段
の暮らしを便利にしているものを非常時に
も役立つようにする。日常というフェーズと
非常というフェーズをフリーにして、両方に
役立つ。これがフェーズフリーです。

この考え方は、2014年に日本で生まれま
した。防災は備えることを前提としていま
すが、フェーズフリーは備えられないことを
前提として安心安全な社会を作っていった
結果、それが非常時にも役立つということ
です。

フェーズフリーについては、この後のパ
ネルディスカッションで具体的なお話があ
ります。その際に、こちらのグラフを意識し
ながら聞いていただければ幸いです。

グラフの横軸は時間軸で、日常時から非
常時、そしてまた日常時へと時間が流れて
いきます。縦軸はクオリティ・オブ・ライフ

（QOL）です。
青い実線で表す日常の商品は普段の生

活では大変役に立ちますが、災害が発生
すると機能しなくなり、QOLが低下します。
復旧・復興すると元通り使えるようになり
ます。一方、青い点線で示される防災用品
は非常時には役に立つものの、日常のQOL
にはほとんど影響しません。むしろそれを
準備することにより置き場所に困ったり、
費用がかかったりします。

従来のデザインは、この実線と点線で成
り立っていました。しかし、この点線のよう
な、普段の生活に役立たないものは積極
的に取り組まないため、多くの人々の参加
を得ることが難しいのです。

そこで皆さんに考えていただきたいのは、
この赤い実線（フェーズフリーの商品・サー
ビス）で示すような提案です。この後、赤い
実線でデザインされたツアーや観光施設
を、私たちが詳しく説明していきます。
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近藤　パネル・ディスカッションでは、まず
小清水町、鳴門市それぞれの地域のフェー
ズフリーを取り入れた取り組みについてご
紹介いただきます。併せて、まちづくりに
フェーズフリーを取り入れることになった
きっかけや理由についても、お伺いできれば
と思います。佐藤さんにおかれましては、要
所要所でコメントをお願いいたします。それ
では、小清水町の石丸さんからお願いいた
します。

●プレゼンテーション１ � ───────
人口4300人のまち、
観光施策としてのフェーズフリー

石丸 寛之氏

小清水町をご存じの方は、たぶんいらっ
しゃらないと思います。場所は北海道の東
側、オホーツク海に面していて、網走市と、
知床を有する斜里町のちょうど真ん中にあ
る町です。人口4307人と、非常に小さな町
です。カルビーポテトチップス発祥の地となっ
ております。

小清水町は、昔は年間100万人くらいの観
光客がいましたが徐々に減少傾向にあり、コ

　

国内観光シンポジウム
フェーズフリーで「暮らしと旅をアップデート」の

観光地域づくり
パネル・ディスカッション

近藤 千恵子
公益社団法人
日本観光振興協会 主査

ファシリテーター

パネリスト

佐藤 唯行氏
一般社団法人
フェーズフリー協会 代表理事

藤倉 大樹氏
鳴門市 戦略企画課 副課長

石丸 寛之氏
小清水町 産業課 課長
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ロナ前には40万人から50万人で推移してい
ました。そこで、国の力を借りて、道の駅の横
にモンベルの店舗を誘致しました。小清水
町は、バードウォッチングで有名です。その
バードウォッチングを観光の核として、新た
な地方創生の取り組みを進めました。ただ、
小清水町だけでは弱いので、モンベルのよ
うな大きな会社の力を借りてソフト事業を
進めました。そこで、どうしても「箱」となる
施設が必要となり、国にお願いしてツーリス
トセンターとモンベルの店舗を併設した複
合施設を造りました。この結果、観光客数
が75万人に増えました。

この施設は海岸線沿いにあり、役所のあ
る内陸の市街地からは10キロほど離れてい
ます。何とかして市街地を再興したいと考え
ていた折に、庁舎建設の計画がありました。
海岸線沿いに来ている75万人の観光客たち
を市街地に連れて行きたいという思いで、カ
ルビーやモンベルのような民間企業の力を
借りて、そのノウハウを庁舎内に取り込みま
した。

役場庁舎は、執務室の右側に賑わい空間

を入れました。ここには役場機能に加え、ラ
ンドリー、カフェ、スポーツジムが入っていま
す。ランドリーは、観光客が来る海岸線沿い
にはあえて作りませんでした。ランドリーを探
している方の100分の1でもいいから市街地
に入ってきてほしいという思いからです。

この庁舎には、日常使い、暮らしの質を高
めるものが全て入っています。スポーツジム
は、町民の健康づくりはもちろん、インバウ
ンドの方もデイユースで使える仕組みで、フ
ル温泉熱を利用した床暖房を備えています。
災害時にはジム内の機械類を端に寄せて、
床暖房で暖かく過ごせる環境です。ランド
リーは、平常時は料金をいただいて運営し
ていますが、災害時には貯水槽と非常用発
電を利用し、衛生環境を保持できる仕組み
です。カフェは、炊き出しができる機能を有
しています。

この役場庁舎は、何も用事がなくても行
きたくなるような仕組みにしました。年間
4800人だった来庁者数は、12万2000人に
増えています。フェーズフリーに取り組む先
進事例ということで、国の機関、自治体、民
間企業から多くの方が視察に来ていただい
ております。

役場庁舎の横には、北海道で有名なサッ
ポロドラッグストア（サツドラ）を誘致しまし
た。役場が用意する災害備蓄品は、年に1回
入れ替えをしなければなりません。コストが
かかることはしたくなかったので、ドラッグス
トアを誘致して、日常時は買い物で利用、災
害時には優先的に役場に備蓄品を提供して

石丸 寛之氏
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もらう、という協定を結びました。私たちは
備蓄を持たず、民間企業の店舗を備蓄庫代
わりにしています。

フェーズフリーは、上振れをするコストを
かけることなく、日常使いのものが災害時に
シームレスに役に立ちます。カフェやランド
リー、ジムが入っている庁舎は住民から怒ら
れるかもしれませんが、私たちは町民に「何
かあったら逃げ込んできてください。災害が
あったらここに来てください。洗濯が無料で
できますよ」という説明をしました。結果的
に誰も文句を言わず、むしろ非常に喜んでい
ただいております。行政にとってフェーズフ
リーは、一粒で二度、三度おいしい概念だ
と思っています。

フェーズフリーツアーを実施

この庁舎は多くの方に来ていただいてお
りますが、「小清水町に何をしに来るの？」と
いう目的地にはまだなっていません。そこで、
フェーズフリーを切り口とした観光施策を展
開しようということで、本年8月に1泊2日の
フェーズフリーツアーを実施しました。

ツアーでは、佐藤先生による学び、庁舎の
見学、もう一つのフェーズフリー施設である
認定こども園の視察を入れました。その後
は北海道のおいしい食材で、電気を使わな
いディナーを楽しむ企画を行いました。翌日
には、バードウォッチング体験。そしてカル
ビーポテトチップス発祥の地ですので、基幹
産業である畑作の収穫体験をしてみましょ

うという内容です。
私がアテンドしたツアーでは、参加者はデ

ベロッパーやゼネコンなど、企業の方が中心
でした。「非常に有意義な研修となった」「勉
強の時間をもう少し増やしてほしかった」と
いう感想や意見をいただきました。

当初、このツアーはB to Cを想定していま
したが、小清水町は誰も知らないので来てく
れないと気づき、B to B、B to Gに切り替えま
した。その結果、12社15人の方に来ていた
だきました。この取り組みを、2026年8月頃
にまた実施したいと思っております。

近藤　石丸さん、ありがとうございました。
紹介いただいたツアーはフェーズフリーその
ものを観光コンテンツの題材とされていま
すが、実際にツアーを開催されてみて、観光
という視点での手応え、そして他地域でも
フェーズフリーのツアーは展開し得るのかと
いう点について教えてください。

石丸　ツアーに参加いただいた15人の方々
は、小清水町の名前すら知らない方ばかり
でした。ただ、ツアー後には、「小清水を好
きになった」と答えてくれた方がたくさんいま
した。その人たちが家族を連れてきてくれる
と、人数が4倍になります。15人であれば、次
の年はB to Cの可能性で60人になるのかな、
というような手応えを感じています。

また、フェーズフリーのツアーは他地域で
も展開し得ると思いますが、実際には結構
難しいと思います。
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佐藤　実は、小清水町の取り組みをベスト
プラクティスとして、北海道による知事直轄
のフェーズフリープロジェクトチームができ
ています。北海道は農業と観光が主な産業
ですが、そのコンテンツを磨き上げるコン
セプトとして、「北海道はフェーズフリーな
観光、フェーズフリーな農業を目指す」とい
う動きが出ています。具体的には、さっぽろ
雪まつりを「フェーズフリーな雪まつり」に
してみたら、新しいコンセプトが生まれるの
ではないか。また、夏に開催されているさっ
ぽろ大通ビアガーデンをフェーズフリーな
レイアウトにして、フェーズフリーな食材を
提供してみるといったことを検討しています。
小清水町が一生懸命行っていることが、自
然に伝

で ん ぱ

播して他の地域に広がっているのだ
と思います。

●プレゼンテーション2 � ───────
道の駅「くるくるなると」と
フェーズフリーの導入について

藤倉 大樹氏

私からは、鳴門市にある道の駅「くるくる
なると」を中心にご説明いたします。

鳴門市は徳島県の東部に位置し、人口は
約5万3000人、四国の玄関口となっています。
車では関西地方から約1時間、中国地方か
ら約2時間の距離です。香川県と兵庫県に
隣接し、中国地方、関西地方が近いため、
通過型観光が目立っております。

鳴門市のフェーズフリー政策

想定されている本市の最大の災害は、南
海トラフ巨大地震です。その他にも、さまざ
まな災害の発生が予測されることから、まち
づくりを考える上で、災害対応の視点は必須
となっています。

平常時は観光客や移動者がたくさん立ち
寄る地であり、非常時は人的、物的支援の
四国最初の立ち寄り地となります。交通の要
衝として、平常時、非常時ともに拠点となり
得る町だと思っております。

このような立地特性や想定されている災
害を踏まえ、2017年度に全国の自治体では
初となる、地域防災計画にフェーズフリーの
考え方を取り入れました。ここで着目したの
は、防災に取り組むことは非日常に備えるこ
とになり、それはなかなか難しいので、従来
の考え方を見直していこうという点です。

私たちが目指すのは、「気がついたら防災
になっていた」という状態です。「自然と命
が守られている状態が最も理想」という考

藤倉 大樹氏
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えのもとで、公共施設、民間施設、道路、公
園などにもフェーズフリーが普及すれば、市
民の命を守ることにつながるのではないか
と思っています。

例えば、ハード面ではボートレース鳴門の
UZUPARK、本日お話しする道の駅「くるくる
なると」、また昨年開庁した鳴門市役所の本
庁舎にも、フェーズフリーを取り入れており
ます。現在整備中の新しい浄水場にも、
フェーズフリーを取り入れる予定です。

ソフト面は、学校教育、ハザードマップや
スポーツイベントなどに取り入れています。町
全体がフェーズフリーに、「まち　まるごと
　フェーズフリー」を目指してまちづくりを進
めています。

こうした取り組みの結果、2024年、防災
功労者内閣総理大臣表彰を受賞しました。

道の駅「くるくるなると」の機能

道の駅「くるくるなると」の、フェーズフリー
の主な機能についてご説明します。災害発
生のシチュエーションをサイクルごとに想定
し、サイクル、フェーズごとに機能を考えてお
ります。

この道の駅は、施設前面がほぼガラス張
りとなっています。平常時はランニングコスト
の低減や、光が入ってくることで快適性と開
放感を得られます。雨雲などがよく見えるの
で、非常時においては中にいる方々がすぐに
状況を察知して、行動に移せるということが
考えられます。

屋上には、遊び場を設けています。子供
だけでなく、大人もそりやジップラインを楽
しむことができます。平常時は集客力の向
上が期待でき、非常時は津波が起きた場合
の一時避難場所として、いつでも誰でも直
接避難が可能です。

次に、災害が起きた後の被害評価です。
天井パネルなどは取り外しがしやすい構造
になっていて、平常時にはメンテナンスが
容易です。非常時には、施設の災害状況や
被害状況が見える化され、被害評価が容
易です。

また、渦潮形状の滑り台を屋内に設置し
ている他、人工芝のスロープを屋上に設置
しております。このスロープはそり遊びなどが
できる場所ですが、災害時には避難の動線
とつながったり、救援隊が車で上ったりする
こともできます。バリアフリーで、誰でもいつ
でも避難することができます。

復旧・復興のフェーズになると、バックヤー
ドの倉庫などが活用されます。平常時は多く
の商品を立体的に陳列しています。レストラ
ンでは、食材にこだわったオリジナルメ
ニューを提供しています。非常時になると、こ
ういったものを一時避難された方々に供給
するキャパシティを持たせています。1000人
程度が3日ほど避難できる体制を整えており
ます。

定量効果としては、昨年度の来場者数は
130万人、売り上げは約20億円になっていま
す。定性効果では、80を超えるメディアで紹
介され、地域の魅力などを全国に発信でき
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ているものと思います。
道の駅「くるくるなると」は「四国のゲート

ウェイ化」を推進し、鳴門の魅力を発信する
施設として、今後を担っていく存在です。

佐藤　鳴門のこの場所は塩田がベースに
発達した地域なので、全体的に土地が低く、
多くの場所が津波浸水域になります。例え
ば、そこに非常時にしか使えない津波避難
タワーを作っても、いざという時に住民がそ
こに来られるかどうかわからないですよね。
それよりも、賑わい施設を作って、普段から
地域住民や観光客が利用してくれて、実は
それが非常時にも役に立つとしたほうが、
維持管理のコストがかからない。平常時は
賑わい施設として機能していて、非常時に
も24時間365日オープンされている。とて
も合理的です。

先ほどの小清水町の例で言えば、備蓄と
いうコストを、ドラッグストアをそばに持って
くることによって、地域住民の価値に変えて
提案できています。平常時のための設備が
ついでに非常時にも役に立つ。非常時のた

めだけにコストをかけない。しかも、住民や
観光客が使ってくれることによって認知度も
高まり、非常時にも役に立つ。とても良い事
例だと思います。

近藤　ありがとうございます。藤倉さんに質
問ですが、鳴門市ではハード面だけでなくソ
フト面の取り組みにも力を入れているという
ことでした。フェーズフリーをソフト面の取り
組みに取り入れる重要性や工夫についてお
伺いできますか。

藤倉　ソフト面では、「教育版フェーズフ
リー」です。例えば持久走の授業では、単に
同じ時間を走らせるのではありません。地震
発生時は、地域によって津波の到達時間が
異なります。その到達時間内に子供たちが
走れるのか、ということを授業の中で取り入
れます。また、津波が沿岸から到達してから
の速度は、時速30キロ後半くらいになります。
速さの計算の過程に津波の速さを授業の中
に組み入れることにより、避難に必要な時間
感覚を養うことができます。こうした授業で
は、学校の先生方の過度な負担にならない
よう留意しています。このように無理のない
範囲で、防災教育が自然と取り入れられると
いうのが、この「教育版フェーズフリー」となっ
ています。

近藤　ありがとうございます。最後に、旅行
者に選ばれる観光地になるために、また、地
域住民の理解を得るために、観光地域づく

佐藤 唯行氏
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りにおいてフェーズフリーをどのように活用
していけばよいかというお考えやアドバイス
を、佐藤さんに代表してお願いします。

佐藤　本日、小清水町や鳴門市の事例を見
ていただきました。この事例を、先ほどの基
調講演で申し上げた、グラフの赤いラインで
見つめていただければと思います。

フェーズフリーは「日常の豊かさと便利さ」
と「非常時の生活、人々の命を守ること」を
同時に考えます。すると、「ツアーを楽しくす
るよりも、人々の生活や命を守るほうが重要
だよね」という思考に陥ってしまうことがあり
ます。「非常時のための何か」にフェーズフ
リーを考えようとすると、私たちの欲しいも
のとはかけ離れたものになってしまいます。
なので、「非常時のための何か」については
ぐっと我慢して、皆さんの業界で言うと、普
段の観光をいかに良くするのか、普段のツ
アーをいかに楽しくするか、どんな体験がで
きたら面白いか、という点に軸足を置いてく
ださい。

先ほどのバードウォッチングだと、普通の
バードウォッチングは「ここが鳥の観測ポイ
ントです。ここから鳥を見つめてください」と
なると思いますが、小清水町のバードウォッ
チングはフェーズフリーなので、「あの山へ行
く途中に鳥がいます。自由に散策してくださ
い」となります。自分で散策するということが

非常時の判断につながり、それが避難行動
につながっていくという形にツアーをデザイ
ンしています。

皆さんがフェーズフリーな観光を考えて
いく際は、「日常のお客さんへの価値（バ
リュー）を上げていく」ということを基点にし
て、ついでにそれが非常時にどう役立つの
か、と考えていただければと思います。

近藤　フェーズフリーは「防災と賑わい創
出の場の両立」「地域住民と旅行者の双方
の安心安全の両立」「地域住民の理解を得
ての観光地域づくりの促進」の3点において、
非常に重要な概念であることがわかりまし
た。これからの観光地域づくりにおいては、
フェーズフリーが当たり前、スタンダードにな
るように、この概念が浸透していくことを願っ
ております。皆様も、観光地域づくりを実践
される時に、ぜひフェーズフリーの概念を取
り入れていただけますと幸いに存じます。

近藤 千恵子
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9月26日（金）12:10～13:30 
会場：Aichi Sky Expo（愛知県国際展示場）　会議室L3／L4／L5

海外旅行シンポジウム
セントレアからいかにして

日本人海外渡航者を増やしていくのか
パネル・ディスカッション

星野 道佳
一般社団法人
日本旅行業協会中部事務局 
事務局長

ファシリテーター

パネリスト

内海 勝仁氏
株式会社JTB 執行役員
中部エリア広域代表
一般社団法人日本旅行業協会
中部支部 支部長

北川 昌彦氏
フィンエアー 
西日本・中部地区支店長

籠橋 寛典氏
中部国際空港株式会社 
代表取締役社長

岩見 麻里氏
日本航空株式会社
中部支社長

主催：一般社団法人日本旅行業協会

星野　中部地区でも好調なインバウンドの
反面、日本人の海外旅行渡航者数は伸び悩
んでいます。パネリストの皆様からそれぞれ
のお立場での現状、課題、今後の展望を語っ
ていただき、旅行業界共通の認識とテーマ
として考えていければと思います。

JATAが抱える現状課題

内海　ご承知の通り、インバウンドが急拡
大の中、アウトバウンドは停滞しています。
2024年度の訪日旅客数は3687万人。日本
人出国者数が1301万人。パスポート取得率
は17.8％です。
　2024年度のセントレアの国際線旅客数
は、コロナ前の2019年度比で80％まで回復
しています。ただ、日本人のアウトバウンドは、
2025年6月では54％にとどまっています。主
要7空港の平均が75％、大幅に伸びている
羽田空港でも93％です。
　海外旅行の大きな阻害要因は、二つです。
一つは経済的要因です。海外旅行の平均費
用は、2019年が27万3000円。2023年は37
万2000円になりました。国際金融や現地の
物価高騰、円安などの要素があり、旅行が
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非常に高価なものになっています。
　もう一つは、心理的要因です。旅行への
関心、興味の薄れがあります。海外旅行へ
行かない理由のトップ3は経済的要因。その
次に、「出入国の手続きが面倒」「パスポー
トの有効期限切れ」「旅行したい場所がな
い」などでした。ただ、これは海外旅行の魅
力をしっかりと伝えることで改善できると考
えています。

日本航空における中部地区の
国際線の現状、課題

岩見　国際線における総需要は、コロナ前
比、2024年4月時点で89％、2026年3月に
は108％まで戻る見込みです。インバウンド
は日本行き、通過需要ともにコロナ前を大き
く上回りました。この需要が、国際線全体の
需要を牽引しています。
　日本発の需要は、観光は2024年4月には
5割でした。現在は約6割ですが、コロナ前
からは程遠いです。観光需要が、国際線最
大の課題です。
　当社の供給座席数を2019年比で示すと、

全体的には85％までしか回復していません。
北米は需要が旺盛で、インバウンドに勢い
があります。日本発の業務需要は、この中部
地区の主要産業である自動車産業が牽引し
ています。米国からのインバウンドも大幅に
増加していて、2019年比で120％を超えてい
ます。
　中部／ホノルル線は週4便でしたが、今年
の7月18日より毎日運航にしました。日本とハ
ワイ間の現状ですが、2025年7月までの全
マーケットでは、ハワイへの来訪者はコロナ
前の93.9％。日本発では43.2％です。1人当
たりの出費額は、全マーケットが130.1％。日
本市場が102.3％ですが、円換算すると膨大
な金額になります。現地の物価上昇と円安
により、気軽にホノルルに行けなくなってし
まいました。
　首都圏（成田、羽田）の発 着需要は、
2024年度以降、50％～60％に回復してい
ます。中部発は40％ですが、デイリー運航後
は、60％まで回復しました。
ホノルルからのお客様は成田、羽田が非常
に上がっていますが、中部はまだコロナ前と
同じくらいです。ホノルル線を維持していくに
は、双方向での需要喚起が必要だと認識し
ています。

フィンエアーにおける中部地区の現状と課題

北川　2025年夏期に、昨年の週2便から最
大週4便に増便しました。それに伴い、日本
発の旅客数は前年比の2.6倍で、最終的に

内海 勝仁氏
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は3倍までになる見込みです。
　好調の要因は3点です。1点目は、増便の
結果、セントレアの利用が増加したことです。
　2点目は、就航再開2年目で、セントレア発
の認知度が向上したことです。
　3点目は、旅行会社様の販売シェアの高さ
です。セントレアは際立っていて、1便当たり
の予約数が全路線で最も多いです。インバ
ウンドも昨年比で3.7倍です。
　セントレア以外の路線では、関西、羽田、
成田がデイリー運航です。日本航空さんの
コードシェア便を加えると、最大週30便とな
ります。現在はロシアの上空を運航できない
ので、太平洋側の北極圏を通るルートで運
航しています。運航の際には、北極航路通
過証明書を機内でお渡ししています。
　関空や成田、羽田利用は非常に多いです
が、セントレア利用のお客様が非常に少ない
です。搭乗率が他の路線より10％低く、この
搭乗率の向上がキーポイントです。

中部国際空港における国際線の現状と課題

籠橋　セントレアから各国への便は、コロナ

前は週480便程度でしたが、現在は週340
便です。アジア以外の地域が大変弱いです。
　そこで、JALの皆さんと、ホノルル便PRの
YouTube動画を作成しました。クリスマスに
はフィンエアーの皆さんと、セントレアでサン
タクロースのフェアを開催しました。また、セン
トレア開港20周年に伴い、パスポート取得応
援キャンペーンを実施しています。新規にパ
スポートを取得する20歳以下の方に、取得
後セントレアから旅行に行ったら、6000円の
セントレア免税店クーポンを進呈しています。
　このような努力も必要ですが、最も大事な
のはネットワークを拡大していくことです。

星野　航空会社のお二人に質問です。コロ
ナ以降レジャー市場が伸び悩む中で、なぜ
セントレアの直行便を復便いただけたので
しょうか。

北川　再開理由は、3点です。1点目は、日本
市場への強いコミットメントです。セントレア
から欧州への直行便は、フィンエアーのみで
す。我々は日本を最重要課題、最重要市場
の一つと位置づけています。
　2点目は、中部圏の需要と将来の回復見
込みです。中部地域の欧州渡航需要が強く、
アウトバウンドの回復を見越して、早期に路
線を再開しました。フィンエアーの日本での
法人販売トップ10企業のうち、5社が中部地
方の企業です。
　3点目は、機材・サービスの刷新とネット
ワーク戦略です。長距離路線へは最新鋭の

岩見 麻里氏
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エアバス350型機を投入して、快適性と燃費
効率を向上しています。北極圏ルートでも競
争力を維持するために、ネットワークの再構
築を進めています。

岩見　コロナの状況下では世界中で移動
が止まり、弊社も飛行機を大幅減少しまし
た。今もまだ、機材数は戻っておりません。
各地域、路線の需要回復を見極めながら、
限られた機材の配置について検討を重ねま
した。リゾート路線も、関係部署と相談しま
した。弊社にとってホノルル線は大切な路線
です。観光でみんなが笑顔になる、かつての
ような勢いを戻したいという思いがあり、再
運航しました。お客様が非常に多い路線な
ので、ぜひ維持していきたいです。

星野　中部地区で海外旅行を伸ばすため
の、今後の展望と取り組みをお伺いします。

内海　まずは海外渡航者の拡大による、均
衡の取れた双方向交流の実現です。パス
ポート所持率の向上、申請手数料の見直し
などを行いたいです。

　2番目に、広報戦略です。インフルエン
サーの相互派遣や各国政府観光局とのタ
イアップ、プロモーションなどに力を入れた
いです。
　3つ目は、地方空港の積極的な利活用で
す。これが肝になると思っています。また、国
際チャーター便の助成制度の実現に向けて、
国や行政に働きかけています。
　4番目は、国際交流機会の創出による若
者の再教育の強化と、国際交流の必須化で
す。留学、短期海外研修、交流促進での公
費の補助などに取り組みたいです。
　5番目は、セントレア発の復便に向けての
活動です。今月は籠橋さんが海外の航空会
社に赴き、精力的に営業をしていただいて
います。フィンエアーさん、JALさんも機材繰
りが苦しい中で、ヘルシンキ線、ホノルル線
を復便いただきました。その努力に対して、
我々旅行会社やJATAは販売に結びつけな
ければなりません。
　6番目は、ラーケーションの認知拡大と活
用です。ラーケーションを愛知県だけではな
く、全国に広げていきたいです。そして、ラー
ケーションの体験コンテンツを、我々が拡充
していく。ラーケーションといえば海外旅行。
この形が作れて全国に広がれば、多くの家
族旅行が海外旅行に結びつくと思います。

岩見　ハワイじゃなきゃ駄目だという目的、
海外旅行へ行くきっかけを我々が作り、需
要喚起への使命を持つことが大切です。
　ハワイは、大切な思い出を思い起こす、結

北川 昌彦氏
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婚など新しい人生のスタートを切るといった、
日本人にとって特別な場所だと思います。そ
こで、記念日施策というサービスを展開して
います。旅行に行きたいけど、さまざまな要
因で躊

ちゅうちょ

躇している方たちの背中を押せるよ
うな施策にしたいです。
　もう一つは、スポーツイベントへの協賛を
通じた需要の喚起です。ホノルルマラソンは、
今年からは再びタイトルスポンサーになりま
した。また、ホノルルマラソンだけではなく、
年間を通じたスポーツイベントでハワイを盛
り上げていこうと考えています。

北川　アウトバウンドセールスが我々の領
域ですが、双方向の交流促進により路線価
値を高める必要があるため、インバウンドの
誘致活動もしなければと感じています。搭
乗率の伸び悩みという課題をポジティブに
捉え、セントレアで大型団体、特に学校団体
へのアプローチを積極的に行っていきたい
です。
　また、欧州路線に関しては日本航空さん、
ブリティッシュ・エアウェイズさん、イベリア
航空さんと弊社の4社で共同事業を展開し

ています。各社のネットワークを組み合わせ
ることでフライト選択肢が大幅に増え、乗り
継ぎもスムーズになります。日本全国からセ
ントレアへ、そこからヘルシンキを経由して
欧州各都市へのアクセスを広げていきたい
です。

籠橋　ネットワークの拡大です。まずは、空
港から航空会社への強い働きかけです。弊
社では航空営業部という部署が航空会社
を一社ずつ訪れ、セントレア便の就航に向
けて相談しています。この働きかけが、全て
のベースです。
　2つ目は、ビジネス需要です。この中部地
域で強いのは製造業や販売業です。これら
の業種は現地に行き、対面で仕事をしない
とできません。この需要の見込みについて、
具体的に示すことです。
　3つ目は、航空貨物です。中部地方には年
間約19万トン（日本全体の20％強）の航空
輸出貨物があります。ところが、セントレアか
ら空輸する航空貨物は、そのうちの4万トン
強しかありません。他の約15万トンは、トラッ
クで他の空港に運ばれています。しかも、そ
の15万トンのうち8万数千トンは、一旦セント
レアの島の中で通関作業をしてから運ばれ
ています。この状況を何とかしたくて、解決
に向けて動いています。
　4つ目が、一般旅行者です。今日はアウト
バウンドの話ですが、本当に重要なのはイン
バウンドのお客さんです。私は、中部地方は
観光資源が非常に豊富で、日本を旅行する

籠橋 寛典氏
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時は名古屋を起点にするととても利便性が
高いと思っています。それをどう伝えるか。特
に、東京と京都以外の地名を知らないとい
う欧米の人たちへの訴求方法について取り
組まなければならないと思っています。
　なお、先ほどお話ししたパスポート取得応
援キャンペーンは対象が20歳以下の方でし
たが、今日から25歳以下の方に拡大します。
卒業旅行のシーズンに向けて、皆さんにうま
く活用してもらえればと思います。

星野　最後に、一言ずつお言葉をいただき
たいと思います。

内海　セントレアさん、航空会社さん、我々
旅行会社、ツーリズムに関わるみんなで取り
組んでいくことが大事だと思います。この地
域から多くのお客様を海外に送って、多くの
人の笑顔や幸せに貢献したいです。海外旅
行へ行く時は、ぜひセントレアをご利用いた
だければと思っております。

岩見　一緒にやっていく。これが大きな
キーワードだと思います。皆様と心を一つ
にして、行政や国にも働きかけていくことが
必要です。
　セントレアは名古屋市内やその周辺地域
から離れていると思いがちですが、フェリー
もあり、弊社はJAL MaaSという、お隣の三
重県やその他の地域に誘導する取り組みも
行っています。皆様と一緒に、この中部地方
を盛り上げていきたいです。

北川　ヨーロッパ路線は、ロシアの上空を
飛べません。運航時間もコストも約1.4倍に
なっています。為替や物価の影響もあるの
で、もう2019年と単純比較はできないと思
います。前を向いて、皆様と一緒に盛り上げ
て成功に導きたいと思っています。

籠橋　セントレアは、20年前に開港しました。
皆さんに誇りに思っていただけるような空港
にならないといけないと思っています。セント
レアからの便が増えて、人や物の交流が活
発になる。これは日本全体にとって非常にバ
ランスの良い状態になるはずです。そのため
に頑張っていきたいと思います。

星野　ツーリズムEXPOジャパンが初めて
中部地区で開催されたことを契機に、中部
地区にいる我々業界人やお客様が、海外を
より身近に感じていただくことができたらと
思っています。JATAは今後も、中部国際空
港様、航空会社様、そして旅行会社が三位
一体となり、「セントレアから世界へ」という
スローガンでより一層盛り上げていきたいと
思っています。

星野 道佳
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「ガストロノミー」の語源は、紀元前の
古代ギリシャで、詩人で料理人でもあった
アルケストラトスの叙事詩にあるそうです。
紀元前4世紀から、人はおいしいものを求
めて旅していたということで、感慨深いで
すし、古代も今も変わらないのが、面白い
と思います。

私は2000年、株式会社ぐるなびに営業
として入社し、全国各地や海外で、飲食店
事業者、生産者、そして観光業界の皆様
と携わりながら、日本の食文化の豊かさ
を感じてきました。食は、各時代や地域の
特徴とともに変化し、進化し、融合してき
ました。未来にはまた変わっているでしょ

う。大変奥深く、面白いものです。
今日は、皆様と二つのことを考えたいと

思います。
一つは、なぜ今、ガストロノミーツーリ

ズムなのか。もう一つは、やはりビジネス
になり、事業者さんが儲からなければ意
味がない、持続可能にならないということ
です。私は、地域のために、事業者主体の
食文化体験プログラムを作ることを推進し
ています。

まず、ガストロノミーツーリズムについ
て。令和5年3月の観光立国推進基本計画
の閣議決定の中で、インバウンド回復戦
略の一つとして、明確にガストロノミーツー

杉山 尚美 氏
ガストロノミーツーリズム研究所 CEO

主催：日本政府観光局（JNTO）

9月26日（金）14:20～15:40 
会場：Aichi Sky Expo（愛知県国際展示場）会議室L3／L4／L5

インバウンドシンポジウム
地域の多様な食の力を活用した

ガストロノミーツーリズム 
基調講演

地域のためのガストロノミーツーリズム
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リズムの推進、酒蔵ツーリズムの推進が
掲げられました。これをもとに、観光庁を
軸に各地域でガストロノミーツーリズムの
推進が始まったところです。観光インバウ
ンドがこれから6000万人を目指すなかで、
食は、消費額の拡大と地方誘客促進の大
きな要因の一つになる可能性が高いです。

昨年のインバウンド消費額を見ると、飲
食 費 の シェアは 大 体 20％で1.7 兆 円。
6000万人時代に（全体が）15兆円になる
と、3兆円ぐらいになる計算ですが、まだ
まだ伸ばせると思います。理由は二つ。日
本には約50万店の飲食店がありますが、
10年前は、銀座の飲食店でも「外国人の
方はいらない」と。今は、受け入れる姿勢
に変わりましたが、戦略的に受け入れられ
ているでしょうか？　飲食事業者様には、
事業戦略の中にインバウンド事業計画を
明確に入れてください、と話しています。

例えば、自分の地域の自治体やDMOが、
どの国をターゲットにしているのか、（飲食
事業者は）意外と知らないのです。人が押
し寄せる国慶節の時だけ16時オープン、
3回転にすれば消費額を上げることもでき
ますが、こういった観光関係者にとっては
当たり前の情報も、一事業者には届いてい
ません。地域の戦略を知り、自分の事業戦
略の中にどう取り入れていくかで、全然変
わってくると思います。実際、2月や8月のほ
うが、忘年会、歓送迎会シーズンより売り
上げが高いというお店も出てきています。

もう一つの理由は、少子高齢化の中で、

飲食店も経営の継続が難しくなっている
ことです。とはいえ観光って何をやればい
いの？　というのが多くの事業者の声で
す。そこで、「秋のおすすめメニュー」を考
えるように、自分でできる食文化体験のプ
ランを考えてみてくださいと話しています。

ツーリズムにしていくのは、今日ご参加
の皆様のようなプロの方になると思いま
すが、それぞれの事業者が、面白くて、
ちょっと地域のストーリー性を感じられる
食文化体験を作ることができれば、売り上
げや利益はもちろん、地域の面白いガスト
ロノミーツーリズムの発展にもつながると
考えて、粛 と々ガストロノミーツーリズムを
推進しております。

「伝える」準備を

旅行スタイルは大きく変化しており、こ
れからはガストロノミーツーリズムが好ま
れ、選ばれていくのではと思います。FIT
が増えて、SIT、趣味テーマ性の高い旅行
になる中で、本物志向、もっとその地域の
息遣い、生活習慣や人を感じたいと。特に
日本には、多くの観光客が、そうしたもの
を求めていると思います。名古屋に来たら、
名古屋の地域料理を食べたいのはもちろ
んですが、なぜその土地で、その食が受
け継がれてきたのか。どういう気持ちで
作っているのか。そういったものを感じた
いのだと思います。それを伝えていくこと
が、これから必要な準備かと思います。
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UN Tourism （旧UNWTO）が開催して
いるガストロノミーツーリズム世界フォー
ラムは、2022年に日本でも開催されまし
た。翌2023年にスペインのサンセバス
チャンで行われたフォーラムに参加した時、
多くの登壇者が話していたのは、ガストロ
ノミーツーリズムを成功させる要因は、地
域のコミュニティをしっかり作ること、そ
れを推進するリーダーシップだと。特に、
地域の事業者のコミュニティづくりが必要
だという話が大変印象的でした。

食料廃棄やSDGsの問題も絡みますか
ら、愛知でも勉強会などで進めていくこと
が大切かと思います。フードロスの問題に
ついては、全て数値化し、見える化すると
の話でした。外食企業やホテルで、外部向
けに目標設定をし、数値化し発表している
ところはまだ少ないですが、しっかりと数
値化、見える化することが大切です。その
ためには、在庫管理や需要予測、お客様
に応じた食材の調整などに今から取り組
むべきですし、そうした先進的な地域に
なることのメッセージ性も大変大きいと思
います。

食は全てにつながっている

UN Tourismによると、ガストロノミー
ツーリズムとは「観光客の体験活動が、
食や食材に関連づいていることを特徴と
する」。また「ガストロノミーツーリズムは、
食べ物以上のものであり、さまざまな人々

の文化遺産、伝統、共同体意識を反映す
るものである」と述べています。食は非常
に奥深く、幅広く、ステークホルダーも多
い、だからこそ面白いと思います。

日本のガストロノミーツーリズムは、UN 
Tourism、日本観光振興協会、そして私も
在籍していたぐるなびが定義づけをしまし
た。「その土地の気候風土が生んだ食材・
習慣・伝統・歴史などによって育まれた
食を楽しみ、その土地の食文化に触れる
ことを目的としたツーリズム」です。これを
もとに、各自治体、DMOなどが取り組み
を進めているところです。

2013年には、和食が世界の無形文化
遺産に登録されました。また昨年、伝統
的酒造りも無形文化遺産に登録されまし
た。さらに、画期的な出来事だと私が思っ
ているのは、2017年、食が「食文化」とし
て認められたことです。文化芸術基本法
の中に、食文化は入っていなかったのです
が、食関連の方々が大変努力なさったこと
で、茶道、華道、書道に並んで、食も食文
化として入りました。つまり、地域の食文
化をどうこれから守っていくか、継承して
いくかも、この国にとって重要な課題に
なっていると捉えることができます。

飲食事業者様、生産者様、あるいは食
関連企業様は、地域の食文化を担う、大
変重要な役割を担っておられるのです。こ
れからさまざまな食文化を軸としたツーリ
ズムを発展させていくために、とても大切
な 考え方 だ なと 思って いるの が、UN 
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Tourismの言う通り「食はあらゆるものに
つながっている」ということ。自然地理的
要因や、歴史、伝統、習慣、民族、宗教、
信仰など。さらに美術、アート、生命、文学、
科学と、あらゆるものにつながっているの
が食です。そこをストーリーにして、体験
化するのが、ガストロノミーツーリズムに
なります。

では実際、地域のためのガストロノミー
ツーリズムや食文化体験プログラムは、ど
ういう形で考えるのか、どんな事例がある
のかを少し共有します。UN Tourismでは、
地域のガストロノミー資源を、まず地域の
皆さんで掘り起こすことを提唱しています。
この最初のところが、最も大切だと私は感
じますし、一緒にワークショップをやった
皆さんも肌で感じています。その後、ストー
リーにして食文化体験、プランづくりへと
入っていきますが、地域のガストロノミー
資源を、徹底的に掘り起こすところが重要
です。

皆様は、自分の地域のことをどこまでご
存じでしょうか。私は大阪出身ですが、意
外と知らないのだということを、この5年ぐ
らい、独立してから感じるようになり、図
書館に通って勉強しています。地域のこと
を知ると、めちゃくちゃ面白い。そしてそ
れが観光要素、観光資源であり、つながっ
ていくということです。

私は、ガストロノミー資源を掘り起こす
ワークショップをいろいろな自治体や
DMOとやっています。大体6人ぐらいのグ

ループになり、宿泊、飲食、体験、交通、
ガイド、自治体などが一緒に、自分の地域
には、どういう資源があるか、ポストイッ
トにどんどん書いていきます。すると、当
たり前に知っていることがたくさんある一
方で、この神社ではこういう謂

いわ

れのお祭り
があるとか、おばあさんからこういう言葉
や言い伝えを聞いたとか、知らないことが
たくさん出てきます。いろいろ調べていく
と、実はこういった謂れや歴史、文化があ
るとか、地理的要因があるというのが分
かります。それを知ることが、一番大切か
なと思います。

今夏、長崎の佐世保であった事例です。
皆さんが「長崎の佐世保は魚種がすごく
多いのです」と言うので、なるほど、おい
しいお魚たくさんあるんですね。ではなぜ、
魚種が多いのですか？　と聞くと、誰一人
目を合わしてくれず、「ちょっと分からない
です」と。じっくり調べれば分かるのです
が、そこに目を向けてこなかっただけなの
です。目を向けて、今度はそれを訪問客に
伝えていくというステップが大切で、まず、
掘り起こすことを楽しみながら、皆さんで
やっていただくのがよいと思います。

掘り起こす作業は、学生さんと一緒にや
るのも大変面白いです。やはり20代ならで
はの感性や視点で、いろいろなアイデアや
意見がどんどん出てきて、食について考え
る機会にもなります。学生さんたちが自分
の地域に誇りを持つ、まさにシビックプライ
ドが高まる機会にもなっていると思います。
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観光を持続可能にするためには、とい
う議論がよくありますが、私は観光に携わ
る地域の事業者の皆様が、自分の地域が
一番好きで、自分の地域に誇りを持ち、そ
れを伝えられるようになることが大切だと
思い、粛々と取り組んでいます。その際、
先ほどお話した「食は全てにつながってい
る」という視点で、あらゆるものを掘り起
こして、皆さんで出し合うことがとても大
切です。
「日本の食文化ってどういうものですか」

「特徴は？」と聞かれたら、皆様だったらど
う答えますか？　これを「愛知の発酵の
食文化」や皆様の「地域の食文化」に置
き換えて考えていただいてもよいです。い
ろいろな意見があってよいのですが、重要
なのは、答える準備をしておくことです。
日本は真ん中に山脈があって、海岸線は
世界第6位、3万キロあるそうです。海の幸、
山の幸が大変豊かで、春、夏、秋、冬とい
う季節の食べ物、「旬」がある。さらに料
理人、シェフは二十四節気で考えて、今、
おいしい食材をおいしく提供することに
最善を尽くしています。

それから水ですね。私たちの周りには
当たり前に川が流れていて、当たり前に水
がありますが、世界的には当たり前ではな
い。山脈が多くて、（国土の）70％が山や
林である日本は水が豊かなので、お米が
たくさん取れ、おいしいお酒が飲めて、軟
水でおいしい（昆布）だしがとれる食文化
につながってきている。このように、流れ

ている川だけでも、日本の食文化やお酒
について語り、伝えることができるのです。

長い歴史もあります。古代、奈良時代に
神様にお供えしていた食が、時代とともに
変遷し、江戸時代に一気に今の食文化に
つながるように開花していった話や、明治、
昭和になり、欧米のいろいろなものと融合
し、さらに発展していることなど。さまざ
まなストーリーを伝えていく準備が、これ
から重要かなと思います。

お雑煮が何種類あるか、ご存じでしょ
うか？　100種類以上あるそうです。江戸
300藩の時代に、地域の食文化として根
付いたものが、今も皆さんお正月のお雑
煮に残っているところが、この国の素晴ら
しさであり、海外から見ると、とてもクー
ルに映るんだと思います。

お味噌。中部エリアには、豆味噌で3年
熟成させていくという代表的な味噌があ
りますが、これも各地域で違い、面白さが
あります。関西の白味噌は数カ月で作る。
だから私はせっかちなのか、と気質にもつ
ながりますし、名古屋中部の方は、じっく
り考えて戦略を練って、いざという時に行
くというのが、味噌づくりにも表れている
のかもしれません。食は全てにつながって
います。観光ですので、諸説ありでいいと
私は思います。

資源は全て地域にある

最後に、ガストロノミー資源の掘り起こ
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し事例を紹介します。奈良県から3年ほど
前、かき氷をプロモーションしたいとの話
がありました。「なぜ、奈良でかき氷？」を
掘り下げることが重要です、かき氷の店主
さんのところに行くと、「日本最古の氷

ひ む ろ

室
があるから、そこに行ってきなさい」と。
1999年に福住エリアで復元氷室が作られ
て、小学校の社会学習のために実際に氷
を入れて、環境や冷蔵庫のない時代につ
いて学ぶ機会になっているそうです。これ
こそ、まさにガストロノミーツーリズムとい
うことで、体験プランを作りました。

宮司さんからは、430年に創建され、日
本書紀や枕草子にも記載があること、当
時、氷は天皇や貴族しか食べられない貴
重品だったこと、氷の出来を見て、豊作を
占ったことなどを説明してもらいます。「氷
室跡」という棒が立っているところが、実
際に氷室があった場所で、草を刈ったら、
大きい穴が20個ぐらい見つかったそうで
す。見学後にはおいしいかき氷を食べま
す。資源は全て地域にあり、答えは事業者
の皆様が持っていると感じました。

もう一つ、このかき氷店オーナーさんか
ら、同プランにテントサウナも絡めたいと
いう要望があり、皆で悩みましたが、「禊

（みそぎ）」というストーリーにしました。
テント サウナで禊をして、柿の葉でロウ
リュウ（サウナで熱した石に水をかける儀
式）をして、その後、宮司さんの話を聞き、

かき氷を食べるというグループ向けの貸
し切りプランにしました。やはり楽しく、面
白いのが観光かなと思います。

環境の話も必要だということもお伝えし
たいです。2年ほど前、バスク、ガインツァ
を訪れた時、ワイナリーの女性オーナー
から1時間半ぐらい話を聞きましたが、そ
の半分以上が環境の話でした。天候や気
候がワインにどう影響を及ぼすのかなど。
ところが、日本のワイナリーに伺った時は、
一言も環境の話は出てきません。質問す
ると、もちろん全部答えていただけるので
すが、食は環境や気候の問題とは切って
も切り離せないものです。責任者や経営
者の思いや哲学、課題感などを伝えるこ
とも非常に重要だと思います。

世界各地でオーガニックが広がり、環
境問題への対応が進むなか、海外でも日
本食ブームですが、日本まで来る方は、も
う一歩深いもの、精神や考え方、地域に
根付いているもの、おそらく皆様が当たり
前だと思っているものについて、もっと知
りたいのではないか。ツーリズムの5年後、
10年後、15年後に向けて、食においても
本物を伝える準備が必要かと思います。

UN Tourismが発表したガストロノミー
ツーリズム発展のガイドラインは、オンラ
インにも出ています。「感情を解き放つよ
うな体験づくりが大切だ」と書いてありま
す。興味ある方はぜひご覧ください。
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インバウンドシンポジウム
食によるインバウンド誘致と受入に向けた取り組み

パネル・ディスカッション

若松　日本政府観光局が世界22カ国・地
域を対象に一昨年行った調査では、海外
旅行する主な目的で圧倒的な1位が「ガス
トロノミー、美食」でした。ガストロノミー
と美食が一緒になっていることの是非は
ありますが、とにかく海外旅行目的のトッ
プだったのは事実です。また、2013年に
和食、2024年に伝統的酒造りが相次いで
ユネスコ無形文化遺産に登録された経緯
もあり、このテーマを選びました。
　外国人から日本食やお酒が注目され、
人気があることは、皆様も肌感覚として感
じていると思います。日本政府観光局で
は、ガストロノミー、つまり地域の食文化
資源の掘り起こしをツーリズムの力にどう
変えていくか、地方誘客、地方や地域の
活性化にどうつなげていくかを一生懸命
考えているところです。
　杉山様のお話から、ガストロノミーツー
リズムの重要性や効果について、イメージ
が湧いてきたところですが、パネル・ディ
スカッションを通じてさらに肉付けし、ガ
ストロノミーツーリズムを日本でどう進め
ていくのかを皆様とともに考えたいと思い
ます。

若松 務
日本政府観光局（JNTO）
理事

ファシリテーター

パネリスト

武田 光弘氏
愛知県 
観光コンベンション局 顧問

袴田 みさ氏
スペイン大使館 観光部 
インフォメーションオフィサー

垣本 充氏
認定NPO法人 
日本ベジタリアン協会 代表
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発酵食文化のストーリーで愛知の観光振興

武田　私はニュージーランド政府観光局、
日本政府観光局、香港政府観光局などで、
デスティネーションマーケティングに従事
してきました。2018年度に愛知県庁に入
庁し、観光推進監、観光コンベンション局
長を経て、2023年度から現職です。本日
のテーマ、ガストロノミーツーリズムに関
して、本県が取り組んでいる発酵食文化
を活用した観光振興について話します。
　従来、愛知県では主に四つの地域資源
を活用し、観光振興を進めていました。一
つ目が、織田信長、豊臣秀吉、徳川家康と
いう著名な武将を輩出した歴史的背景か
ら「武将観光」。それから自動車など製造
業の集積地という強みを生かした「産業
観光」、海、山、離島などの「豊かな自然」、
ユネスコの無形文化遺産に登録された山
車や祭り、根強い人気がある「なごやめし」。
この文化の中から、特に発酵食文化を取
り出し、インバウンド誘客に取り組んでい
ます。
　なぜ発酵食文化なのか？　愛知は全国
でも有数の発酵食文化が盛んな地で、観
光客を呼ぶのに十分な魅力、愛知ならで
はのストーリーや特色を持っていると自負
しています。
　そもそも、なぜ愛知で発酵食文化が発
展したのか。それは、この地域の風土が
発酵食の発展に適していたことと、蔵

くらびと

人
たちの飽くなき探究心があったからと考

えています。地形的には、豊かな水をもた
らす大河と、豊かな塩を生む海浜、農作
物を実らせる肥沃な平野があります、水、
塩、農作物を生み出す地形に加えて、高
温多湿な気候も発酵食文化が発展した土
台です。
　歴史も、発酵食文化を育みました。現
在の愛知県にあった尾張は徳川御三家の
筆頭、三河は江戸幕府を開いた徳川家康
の出身地。いずれも社会経済が安定し、
新田開発が盛んに行われて米の収穫量が
増え、酒造りも発展。長期の熟成を要する
豆味噌の文化も普及しました。造船、航海
技術が発達した江戸後期には、太平洋に
面した地の利を生かし、江戸に大量の日
本酒、酢、みりんが送られ、愛知の醸造業
は隆盛を極めました。
　こうした地理的、歴史的背景に加え、蔵
人の探究心も見逃せません。蔵人たちが

武田 光弘氏
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豆味噌の醸造過程からたまりを生み出し、
酒造りの副産物である酒粕から粕酢やみ
りんを生み出しました。さらに酒粕やみり
ん粕を使って、味わい深い漬物を生み出し
ました。製造過程や副産物から別の価値
ある製品を生み出すところは、現代のイノ
ベーションにもつながります。発酵食文化
を発展させる風土と蔵人のスピリットが、
説得力ある愛知のストーリーです。
　愛知の発酵食には、全て愛知ならでは
の特色があります。味噌は、よく赤味噌と
言われますが、それは色味だけに注目し
た分類方法で、愛知では、大豆から作ら
れた豆味噌と言います。通常、味噌は煮込
まないでと言いますが、それは米味噌や
麦みその場合で、香り成分のアルコールが
飛んでしまうためです。一方、豆味噌はコ
クによって料理の旨みを引き出します。
　醤油には5種類あり、中でもたまり醤油
と白醤油は愛知ならではの商品で、どちら
も出荷量全国1位です。たまり醤油は、豆
味噌の醸造過程で作られます。白醤油は
透明度の高い琥珀色で、素材の色を邪魔
しません。
　お酢、中でも粕酢は、酒造りの過程で
生まれる酒粕を使って作ります。知多半島
の半田の地で生み出され、海に面したロ
ケーションを生かし、盛んに江戸に出荷さ
れました。これが一因となり、現在のにぎ
りずしに通じる「早ずし」ブームが起きま
した。
　続いて日本酒。愛知には40を超える酒

蔵があり、その特徴は、うま口、濃いめです。
愛知の発酵食には調味料が多く、料理は
旨みが強いのが特徴なので、濃厚な料理
に負けない良い酒になります。ぜひ、皆さ
んにも愛知の食と酒のマリアージュを楽し
んでいただきたいです。
　みりんは、愛知県の三河地方が本場で、
蔵元数は愛知県が全国1位です。まろやか
な甘み、深いコクによって、これも料理の
旨みを引き出します。照り、つや、華やか
さも添えます。砂糖を使わないのに甘み
が出るので、今、スイーツなどでも盛んに
使われています。
　最後に、愛知の肥沃な大地がもたらす
野菜を使った、多彩な漬物も魅力です。特
に守口漬は、世界一長い大根と言われる
守口大根を使い、伝統的な製法で生み出
される一品です。愛知県あま市にある萱

か や つ

津
神社では、全国で唯一という漬物の神様が
祀られています。毎年、夏の祭礼には全国
の漬物関係者が集まり、非常にディープな
スポットになっています。
　説得力のあるストーリーと、愛知ならで
はの特色がある発酵食文化を活用した観
光振興を進めているのが、愛知「発酵食
文化」振興協議会です。発酵食に関わる
有識者、業界団体、企業、交通事業者、
自治体、商工団体、観光団体の皆様とと
もに、昨年5月に設立しました。同協議会
では「うまみ県あいち」のキャッチコピー
を掲げ、ロゴマークも活用しながら、この
魅力を国内外に発信し、多くの人々を呼び
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込みたいと思っています。私どもが進めて
いる発酵ツーリズムも、ガストロノミーツー
リズムの一部として、観光誘客に大きな可
能性を持っていると信じております。

若松　今日のキーワードの一つが、ストー
リーという言葉だと思います。愛知の風土、
地形、気候、こうしたものが発酵食文化
を作り上げてきたこと、それを売り出して
いこうとの熱い想いがとても伝わってきま
した。
　さて、皆様ご存じの通り、訪日外国人客
数は堅調に伸びており、2024年実績の
3687万人を超える勢いです。訪日観光需
要のニーズも多様化しており、これに応え
ていくことも、これから外客数を伸ばして、
日本をもっと楽しんでいただくために必要
なことだと思います。その一つ、食の多様
性をどう確保していくのかという観点から、
お話をいただきます。

ベジタリアン対応の世界標準とは

垣本　私はベジタリアン団体の統括機関
のIVU （国際ベジタリアン連合）で学術理
事を8年間務めました。また、農林水産省
のベジ・ビーガン食品制度プロジェクト
チームの座長を務めた経験も生かしてお
話しします。
　まず、ベジタリアン食というのは、国際
的に見て、宗教食ではありません。一部で
は、宗教がバックボーンになったベジタリ

アン食の方もいますが、国際的な基準で
言いますと、宗教食ではなくライフスタイ
ル食になります。
　ベジタリアンの起源は、インドとギリ
シャということです。紀元前7世紀にはヒン
ドゥー教やジャイナ教、それから仏教、そ
ういうものをバックボーンに、教義に基づ
いて菜食が行われるようになりました。一
方、紀元前5世紀、ギリシャで菜食が行わ
れたのが、西洋社会でのベジタリアンリズ
ムの始まりと言われます。哲学者や数学
者のピタゴラスが、西洋の第一のベジタリ
アンだと言われています。ベジタリアンと
いう言葉自体は新しく、1847年に英国ベ
ジタリアン協会ができた時に作られまし
た。それまでは「ピタゴリアン」と呼ばれ
ていました。
　ベジタリアンが最も多い国については、
いろいろな統計があります。2024年に出版

垣本 充氏
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された書物によると、インドで人口の40％
ぐらい。ただ、70％ぐらいとする資料もあり
ます。大きく違うのは、ベジタリアンの捉え
方、カテゴリーによって差が出てくるからで
す。ヨーロッパでは、10％前後が多いです。
この資料には書かれていませんが、英国、
それから今はドイツが、ベジタリアンやビー
ガン中心の国になってきています。
　インドについて少し。ガンジー生誕150
周年に私たちの協会が指名されて、東京
のインド大使館でレセプションを開いた
時の話です。ヒンドゥー教はベジタリアン
ですが、乳類は食べます。ジャイナ教の人
は基本的にビーガンですが、トマトのよう
な赤いもの、血を連想させる赤いものは
食べません。このように、非常に多様であ
るということを知りました。牛肉を食べな
いのは、牛は神聖なものとされているから、
というのはご承知の通りです。
　イギリスについては、私はロンドンに5
度行って調査しました。英国ビーガン協会
が行った調査結果によると、2015年まで
の10年間で、ビーガン人口は3.5倍になり
ました。ロンドンでレストランに入ると、全
体の90％はベジタリアン対応してくれます。
また、70％はビーガン対応もしています。
私がよく行っていたロンドン大学近くの中
華料理店は、メニューの1ページが全部ベ
ジタリアン中華料理でした。
　ヨーロッパのもう一つの中心地がドイツ
で、ベジタリアン人口は、2009年の（人口
全体の）9％から2015年には11％へ。微増

ですが、ドイツの特徴で面白いところは、
2020年にドイツ連邦食料農業省が行った
調査によると、フレキシタリアン、週に1～
2回しか牛肉や豚肉など畜肉を食べない
人が55％と半分を占めていることです。
　また、ベルリン大学の女子学生が私ど
もの事務局を訪ねてきた時にいろいろな
話を聞きましたが、ベルリンでは、ビーガ
ンの衣食住が全て揃ったビーガンデパー
ト、二階建てぐらいの大きなスーパーのよ
うな所があり、特に化粧品は、植物性のも
のがとりわけ人気があるそうです。
　ベジタリアンの類型タイプには、どうい
うものがあるのか？　ここに示した6つの
タイプが、学術的にベジタリアンと言われ
る人たちの例です。「ビーガン」というの
は完全菜食、植物性食品のみを食べます。
植物性食品の他に卵を食べるのが「オボ・
ベジタリアン」。牛乳やチーズ、ヨーグルト
なども食べる「ラクト・ベジタリアン」。一
番多いタイプは「オボ・ラクト・ベジタリ
アン」で、卵も乳も食べる人たちです。そ
の他に、魚を食べる「ペスコ・ベジタリア
ン」、チキンも食べる「ポーヨー・ベジタリ
アン」となりますが、IVUや国際基準機構

（ISO）では、（最初の）4タイプしか認めて
いません。なぜかと申しますと、食肉処理
を伴わない、生命の尊厳に基づくからです。

（最後の）2つは、セミベジタリアンやデミ
ベジと呼ばれます。アメリカでは今、デミ
ベジ・レストランが人気です。
　植物性食品しか食べないビーガンの中
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には、実や葉だけを食べて、根を食べない
人がいます。これは種を根絶させないため
で「フルータリアン」と呼びます。また「オ
リエンタル・ビーガン」といって、ネギ、ニ
ンニク、ニラ、ラッキョウ、アサツキなどの

「五
ご く ん

葷」を食べないビーガンもいます。
　日本の菜食は大きく分けて三つあり、仏
教食、玄米菜食、乳卵菜食です。仏教食と
いうのは、典型的な精進料理、純粋菜食
ビーガンのタイプです。玄米菜食はマクロ
ビオティックスと言われ、少量の魚を食べ
るのでペスコ・ベジタリアンとなります。
マクロビアンは、欧米ではベジタリアンと
は認められておりません。
　郷土料理として用意していただく場合は、
精進料理を参考に、植物性食品のみの
ビーガン食を用意していただきたい、とい
うのが国際的な基準になります。
　昔、私がIVUの理事をしていた時には、
ベジタリアンで乳卵を食べる人とビーガ
ンの人とは別のメニューでしたが、今は一
番厳しいビーガンのメニューをみんなで
食べるようになっています。ビーガンのメ
ニューを用意すれば、ハラール食としても
OKになります。五葷を抜く台湾素食は例
外ですが、いわゆるベジタリアンの全ての
タイプに対応できるのが、ビーガンメ
ニューです。
　ビーガンメニューでは、かつおだしを昆
布だしなどの植物性食材に変えます。ま
た、愛知県の特色と言われる発酵食品、
納豆などはベジタリアンがすごくよく食べ

ます。インドネシアの納豆（テンペ）は、昨
今、ロンドンなどのコンビニでも売ってい
ます。大豆ミートもミンチ状のものだけで
なく、すき焼きに使えるような組織状のも
のも出ています。

若松　日本も、ベジタリアンの方が安心し
てどのレストランにでも気軽に入れる国に
なればよいなと思います。最後に、ガスト
ロノミーツーリズムといえば、スペインで
はないでしょうか。日本からのアウトバウ
ンド振興という観点からも、大変興味深
い話になるかなと思います。

ワインを切り口に地域・異業種連携が進む

袴田　スペイン大使館観光部の母体は、
トゥール・エスパーニャ、スペイン観光推
進局という、スペイン産業観光省傘下の

袴田 みさ氏
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政府機関です。東京を含む海外33都市に
拠点を置き、年間2300件以上の送客誘
致活動を行い、BtoB、BtoC向けに幅広い
マーケティング活動を展開しています。
　当観光部は、トゥール・エスパーニャの
東京の拠点として、日本、韓国、台湾マー
ケットを担当しています。今日は、スペイ
ンのエノガストロノミー観光について、ス
ペインワインルートの事例からご紹介し
ます。最初に、スペインにおけるエノガス
トロノミー観光の位置づけについて。エノ
ガストロノミー観光とは、食とワインが
テーマの観光のことです。スペイン観光
推進局では、エノガストロノミー観光を
2022年、2023年の観光戦略プランに決
定し、以来、観光の柱の一つとしておりま
す。2023年11月にはスペイン王立美食ア
カデミーと協定を結び、世界に向けて美
食の目的地としてのスペインをより強く発
信していく声明も出しました。
　背景には、2022年にスペインを訪れた
観光客7170万人のうち、全体の24％にあ
たる約1700万人がエノガストロノミー関
連の活動に参加し、その消費額は227億
ユーロ、観光における消費額全体の26％
を占めたことがあります。スペインを訪れ
る観光客の約4割は、文化的な観光を主
な目的としており、食は文化との親和性が
高いことからも、エノガストロノミーを国
際的な観光マーケティング戦略に位置づ
けています。
　その戦略の一つの事例が、ACEVIN （ア

セヴィン。スペインワイン都市協会）とワ
インルートです。全国各地でワインを生産
するスペインには、ワイン産業が盛んな
都市が結集してできたACEVINという団体
があります。スペイン国内のワイン文化を
生かした地域振興や観光開発を目的とし、
スペインワインルートという機構を創設、
ブランド化し、そこに各ワイン生産地にあ
る市町村、観光団体、ワイナリー、飲食・
宿泊施設などが加盟し、自治体を限定す
ることなく、地域横断型のワインルートと
して観光振興に取り組んでいます。現在、
全国に38のワインルートがあり、2400社
を超える企業と約800の自治体が参加し
ています。
　ACEVINの理念は、ワイン産地の地域
文化、歴史、自然資源を生かし、地元の
多様な業種と連携した持続可能な観光で
す。単なるワイナリー巡りにとどまらず、地
元の歴史文化、自然の風景、ガストロノ
ミーなども組み込んだ体験型の観光を提
供しています。スペイン観光推進局は、こ
のACEVINと連携し、情報発信や取材旅
行などのプロモーション活動を行っていま
す。では、ワインルートの一つ、リオハ・
アルタ・ワインルート、その中のバリオ・デ・
ラ・エスタシオンの事例をご紹介します。
　スペイン北部のラ・リオハ州のワイン
ルートの一つで、スペインで一番古い原
産地呼称リオハに属し、質の高い赤ワイン
が世界的に有名な地域です。バリオ・デ・
ラ・エスタシオンとは、「駅のエリア」とい
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う意味で、地域一体型のワイン観光モデ
ルの名前です。
　19世紀に、アロ駅周辺に作られた醸造
所が点在するエリアのブランド名で、6つ
の老舗ワイナリーが連携しています。主な
取り組みとしては、まず美食の祭典「ラ・
カタ・デル・バリオ・デ・ラ・エスタシオン」
の隔年開催です。期間中、参加者は1日で
複数の醸造所を回り、各施設を見学しな
がら厳選ワイン2酒を試飲。世界的な著名
シェフのタパスも堪能できます。会場では、
音楽の生演奏やイベントも行われます。ま
た、少人数制のガイド付きツアーも催行し
ており、6つのうち3つの醸造所を回り、ワ
インの試飲とタパスを楽しみます。毎週木
曜日と金曜日の午前に実施され、地域の
歴史や文化を学べる内容です。最後に、
バリオ・デ・ラ・エスタシオン・パスポート。
6つの醸造所で、特選ワインとタパスのペ
アリングを体験できる年間パスポートで
値段は42ユーロ。購入日から1年間有効で、
各醸造所を自由に訪れることができるの
で、リピーターの獲得に役立っています。
このようにして、国内外からの誘客に成功
しています。
　ACEVINはスペイン観光推進局と連携
するプロモーション活動の一環として、海
外市場に向けて取材旅行の誘致を行って
おります。昨年は当観光部で日本と韓国、
台湾市場向けに、このリオハ・アルタ・ワ
インルートを含む取材旅行を企画。ワイ
ンルートが委託した現地DMCがプログラ

ムを手配しました。バリオ・デ・ラ・エス
タシオンだけでなく、ホテルやレストラン、
アクティビティなど地域の観光資源を実際
に記者の方々が体験し、記事を書いてい
ただきました。
　2番目の事例は、カンポ・デ・カリニェナ・
ワインルートの「ワインルートバス」です。
スペイン内陸部にあるアラゴン州のカン
ポ・デ・カリニェナ・ワインル ートで、
2015年より実施されている官民協働型の
プロジェクトです。このワインルートバス
は年間11回運行され、スペイン高速鉄道
が停車するアラゴン州の中核都市サラゴ
サ市内を出発し、カンポ・デ・カリニェナ・
ワインルートに位置する主要ワイナリーを
巡ります。
　ワインのテイスティングに加え、ぶどう
畑の風景や施設の見学、地域の町を訪れ
ることで、地元の美食文化や歴史、芸術、
伝統に根ざした文化資源を包括的に体験
できます。11回の運行行程は全て異なる
構成とし、ワインルートに登録された全て
の町および観光施設を年間を通じて網羅
するよう、戦略的に設計されています。
　集団移動が促進され、個別車両の使用
を最小限に抑えることで、二酸化炭素排
出量の削減に貢献する、持続可能な観光
の取り組みともなっています。また、経済
波及効果を地域全体に分散させることで、
地元DMCの積極的な参画を推進する機
会にもなっており、会員間の連携や相乗
効果も評価されています。
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若松　スペインのお話からも、非常にス
トーリーを感じることができました。おい
しい高級なものを味わうというより、やは
りストーリーのあるもの、という観点でガ
ストロノミーツーリズムを語るべきではな

いかと確信を持った次第です。
　また日本が訪日外国人6000万人を目指
す中で、ますます多様化するニーズへの対
応力をつけるために、より多くの選択肢を
用意し、受け入れ環境を整えることの重要
性、諸外国と同様の対応力をつけていく
必要性がよく分かりました。
　日本政府観光局は、VISIT JAPAN トラ
ベルマートというB to B商談会も同時開催
しており、多くの外国人の旅行会社の方に
お越しいただいています。明日から中部・
北陸エリアを中心に、日本全国を回り、日
本の食文化を体験していただく予定です。
日本政府観光局としても、各関係省庁・
機関と連携し、今日のお話を参考にしな
がら、ガストロノミーツーリズムをフック
に、日本の地方誘客にオールジャパンで
取り組んでいきます。

若松 務
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観光需要の平準化で経済活性化を

全国知事会「休み方改革プロジェクト
チーム」のリーダーを務めている、愛知県
知事の大村秀章です。日本は、土日・祝
日やゴールデンウィーク、お盆、年末年始
に国民が一斉に休みをとるため、観光需
要が特定の曜日や期間に集中して、質の
高い休暇を楽しむことができない状況に
あります。「休み方改革」は、こうした日本
の休暇取得のあり方の見直しを通じて、
国民全体のワーク・ライフ・バランスの
充実と、生産性向上による日本経済の活
性化の実現を目指すものです。

愛知県では、保護者の休暇に合わせて
子供たちが平日に校外での学習活動を行
う「ラーケーションの日」を全国で初めて
導入しました。子供と家族が平日に一緒
に過ごせる新しい制度として、同様の取り

組みが全国の自治体に広がりつつありま
す。また、「あいち県民の日」の11月27日
を含む11月21～27日の1週間を「あいち
ウィーク」と設定。この中の平日1日を「県
民の日学校ホリデー」に指定し、学校休
業日として保護者にも休暇取得を呼びか
け、土日・祝日をつなげることで実質的
に秋の3連休、4連休を作り出しています。

このような取り組みが各都道府県で異
なった週ごとに導入されると、1年約52週
のうち、47週でそれぞれ別の休みがある
という分散につながります。その実現に
は観光業界との連携が不可欠で、需要の
平準化による観光産業の生産性向上も
期待できます。さらに、平日旅行などでそ
れぞれが相互に行き合うようになると、観
光地が賑わい、経済の活性化を図ること
ができます。

今回、国内の旅行博としては最大規模
のツーリズムEXPOジャパンが愛知県で
初めて開催される機会をいただきました。
このシンポジウムを通じ、観光業界の皆
様と一緒に休み方改革の取り組みの輪を
全国に広げる一つのきっかけにしたいと
考えています。

9月26日（金）16:30～17:50 
会場：Aichi Sky Expo（愛知県国際展示場）会議室L3／L4／L5

休み方改革シンポジウム
「休み方改革で」日本の観光を変える！
主催者挨拶（ビデオメッセージ）

大村 秀章　愛知県知事

主催：全国知事会「休み方改革プロジェクトチーム」、愛知県
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休暇に対する意識改革を期待

　大村知事が言及されたように、日本は
年末年始、ゴールデンウィーク、お盆と
いった特定の時期に観光客が集中し、宿
泊需要の逼

ひっぱく

迫、旅行者の満足度の低下と
いった多くの問題が生じています。需要の
平準化は、旅行振興の上で大変重要な課
題です。
　今回のシンポジウムのサブタイトルであ
る「『休み方改革』で日本の観光を変え
る！」は、まさに大切な視点。観光庁でも、
休暇を取得しやすい職場環境を整え、旅
行を楽しむことを積極的に推進する企業
を紹介する「ポジティブ・オフ」運動に取
り組 んでおり、賛同する企 業・団体が
2800以上に上っています。平日の地方誘
客促進の観点では「第2のふるさとづくり」

プロジェクトも展開しており、企業と地域
の交流を通じて課題解決や継続的な来訪
につなげるモデル事業の造成などを実施
しています。
　ツーリズムEXPOジャパンの開催地であ
る愛知県の「休み方改革プロジェクト」は、
学びと休暇を結ぶ「ラーケーション」とい
う新たな概念を作り出すとともに、経済界、
労働界、教育界が一体となって全国に先
駆けて休暇の分散化、旅行需要の平準化
に取り組んでおり、2024年に「ジャパン・
ツーリズム・アワード」の国土交通大臣賞
も受賞されました。シンポジウムを通じ、
休暇の取得や分散化への取り組みが推進
され、休暇に対する国民の意識改革、旅
行需要の創出、平準化の推進につながる
ことを強く期待しています。

木村 典央 氏
観光庁 次長

　 
　

休み方改革シンポジウム
来賓挨拶
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観光の常識を変える可能性

本日は「ラーケーション」について掘り下
げてお話しします。元々は愛知県の大村知
事ご自身が旅行した際、混雑していて困った
ことが始まりで生まれた、観光の常識を超
える可能性がある新しい概念です。

ラ ー ケ ーションとは、「 ラ ーニング：
learning」と「バケーション： vacation」を
掛け合わせた造語です。全国に先駆けて
2023年に愛知県で公立の小・中学校、高校、
特別支援学校の子供たちを対象に制度とし
て導入され、校外での体験や探究、そして活
動を自ら考えて企画し実行する学習活動と
定義されています。いわゆる子供版の有休
と言えます。

ラーケーションの大きな目的は、家族全

員が一緒に休むこと。子供たちのためであり
つつ、親も一緒に休むというのが大きなポイ
ントで、家庭で主体的な体験や探究活動を
促進するとともに、ワーク・ライフ・バランス
を充実させる休み方改革の一環として保護
者の有給休暇の取得促進につながる取り
組みです。その先には観光需要の平準化が
あり、閑散期の需要を創出し、観光産業の
利益率を上げる点でも課題解決に資するも
のです。

愛知県では11月21日～27日の1週間を「あ
いちウィーク」と設定した上で平日1日を「県
民の日学校ホリデー」に指定し、学校休業日
として保護者にも休暇取得を呼びかけてい
ます。私が在住する東京都にも「都民の日」
が制定されていますが、いわゆる学校まで
で、全ての人々が休む動きは全国的にはま

鮫島 卓 氏
駒沢女子大学観光文化学部 教授

　 
　

休み方改革シンポジウム
基調講演

休み方改革と観光振興を加速させるラーケーション
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だ広がっていません。1週間の中で柔軟に対
応しているのは、愛知県の特徴とも言えます。

学びと遊びを一緒に考える

では、ラーケーションは学術的な観点、
観光産業の観点でどのような意義があるの
でしょうか。学術的には、学びにフォーカス
した休みから生まれた言葉だということに着
目しています。「可愛い子には旅をさせよ」と
いうことわざがありますが、「可愛い子には
旅行をさせよ」とは言いませんよね。私たち
は「旅」と「旅行」を無意識に使い分けてい
て、私の専門である観光学ではとても重要
な視点です。昨今人気の「一人旅」も「一人
旅行」とは表現されません。背景には、近代
以前の旅は、楽しいことではなく、生きる、修
行、公益が目的であり、心理的な緊張感や
苦役を伴っていた。当然、帰ることができる
かどうかも約束されていませんでした。それ
が産業革命によって余暇が誕生し、娯楽の
ための旅、マスツーリズムが大衆化していく
ことになりました。

つまり、近代以前の移動としての旅、近代
以降の余暇のための旅行という概念は構造
的に対立している。もちろん、日本でも人々
は太古から旅をしていて、江戸時代に広がっ
た伊勢参りは庶民にとって修行であるととも
に一生に一度の楽しみであり、「旅」と「旅行」
の両面の意味がありました。観光は非常に
文化的で、時代とともに再構築され続けて
いるのです。

こうした観点から考えると、ラーケーショ
ンを構成する要素である学びと遊びは、対
極にありながらも、一緒に考えていこうとす
る新しい観光のあり方です。家族旅行を促
す取り組みとも言われていますが、学術的に
は「家族旅」と表現したほうがしっくりする
かもしれません。学びと遊びを同じ領域で
語ることができる点に関し、興味深く感じて
います。

観光産業が抱える構造的な課題

一方で、ラーケーションと観光産業の関わ
りで考えると、観光産業の皆さんには厳しい
ことを申し上げるかもしれませんが、さまざ
まな統計から見ても、観光産業の労働生産
性は他産業に比べて非常に低い。国際的に
も、日本の観光は季節変動に合わせる形で
非正規雇用に依存して対応しているのが特
徴です。宿泊業界の方々にとっては、1年の
中で黒字の日が3分の1程度ではないかと思
われます。有給休暇の取得率についても、
レジャーに関わる観光産業が業種別で最
下位を争っている現状です。

もっとも、有給休暇の取得率の低さは、経
営者の意識の問題ではなく、日本の休暇の
構造的な問題があると考えています。日本
はG7 （主要国首脳会議）の中でも法定休暇
日数が多いにもかかわらず、有給休暇取得
率は最低です。特に観光産業に携わる方々
は書き入れ時である休日はほぼ休むことが
できません。それに対し、欧米諸国は一斉
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休暇ではなく有給休暇取得を法的に義務
化し、休暇が分散化するよう政策誘導して
います。ラーケーションの取り組みに限らず、
平日の休みの促進は日本の観光産業にとっ
て死活問題なのです。

休み方改革を先行して推進している愛知
県のアンケート調査を見ると、ラーケーショ
ンを通じて家族の時間が増えたことへの評
価が非常に高いという結果が出ています。こ
れまで休みというと、さぼっているとのイメー
ジで捉えられがちでしたが、ラーケーション
はその壁を打ち破る可能性がある。遊びだ
からこそまだ見ぬ次の一手につながるイノ
ベーションを起こすかもしれない、そんな意
識改革が現実味を帯びてきました。さらに、
平日の観光需要の創出は、混雑の緩和、観
光需要の平準化に寄与し、観光産業の生
産性向上につながります。非正規雇用から
雇用正規化への流れにも期待しています。

高い評価も、教職員への啓蒙が不可欠

もっとも、愛知県の調査によると、2024年
度のラーケーションの取得率は全体の3割
程度。間違いなく広がってきていますが、大
多数には至っていない状況です。保護者へ
のアンケートでも、5人に1人が「『ラーケー
ションの日』を取得したいが、仕事の都合で
難しい」と回答しています。休むことに対す
る心理的な負担が大きく、制度を浸透させ
ていくための最大の壁と考えられます。学習
進度が遅れるのではないかとの懸念も一定

数ありました。親が休めず、子供だけで過ご
すことになった場合の対応も課題です。

一方で、「ラーケーションの日」を取得し
た保護者からは、「家庭内のふれあいを深
めることができた」といった声が多く、子供
と触れ合うために学校を欠席してはいけな
いという考え方を見直す観点での変化が
あったとも考えられます。また、高校生から
は自分たちが主体的になって活動できたと
の声も多く寄せられました。愛知県だけでな
く、近隣の静岡県や岐阜県に足を延ばした
家庭もあり、波及効果が見込まれます。

私が興味深く感じたのは、教職員の反応
です。「自分の子の『ラーケーションの日』の
ために有給休暇を取得したか」との問いに
ついて、実際に取得した人は8.6％にとどまり
ました。保護者全体の35.2％と比較しても
非常に少ない数字で、学校現場自体にラー
ケーションが浸透していないところにボトル
ネックな問題がありそうです。休みに関する
出欠の把握、給食費の計算など、いわゆる
事務的な作業の煩雑さも今後の課題として
浮き彫りになっています。すなわち、学校現
場の中で、先生方自身が自分の子供と休暇
を取れるような環境にしなければなりませ
ん。人は自分が経験したことを伝えるのが最
も説得力があります。

観光地こそ評価が高いラーケーション

このように、一つずつの課題を整理しな
がら進んでいるのがラーケーションの現状
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であり、愛知県だけでなく、市や町など自治
体レベルでも全国的に導入するところが広
がっています。

私から見て特徴的なのは、観光が中核産
業となっている地域ほど、導入に対する全体
的な評価が高いということ。先ほども触れま
したが、宿泊、飲食サービスなど観光産業
の従事者は平日しか休むことができない。
ラーケーションを通じ、子供との時間を作る
ことができて本当によかったとの声をよく伺
います。大分県別府市、栃木県日光市、沖
縄県座間味村といった日本有数の観光地も
導入しており、前向きな声が広がることによ
り、日本全体の意識改革が進むことを期待
しています。

新しい需要を生み出すチャンス

最後に私がお伝えしたいのは、観光産業
の皆さんにとって、休み方改革、ラーケーショ
ンの動きは、新しい需要を作るチャンスであ
る認識を強く持っていただきたいということ
です。観光に携わる人が多い地域ほどメリッ
トがあり、学習効果の高いプログラム開発、
受け皿となる体制整備が不可欠です。先ほ
ども申し上げましたが、親が不在の子供たち
に対しても何らかの企画を提案していただ
きたい。

また、皆さんの会社や団体でも有給取得

に対する目標を設定し、ラーケーションや都
道府県ごとの休日を活用してほしいと思いま
す。有給休暇の取得促進は、魅力的な働き
方ができる職場という意味でも、地方を中
心に人手不足が喫緊の課題となっている観
光産業の大きな武器になるはずです。

ラーケーションだけでなく、子供たちの成
長に不可欠な教育旅行の現状を見ると、物
価高による修学旅行費用の高騰といった問
題が深刻化する一方、東京都葛飾区が
2025年度から区立中学校の全ての3年生
の修学旅行費を無償化するなど、地域格差、
体験格差が進行しています。私自身、教員と
して現場にいて切実に感じている問題であ
り、地域や家庭環境によって格差がないよ
う、是正のための取り組み、施策が不可欠
だと思っています。

旅は一時の気晴らしの消費ではなく、一
生の記憶に残る投資です。コロナ禍でバー
チャルツアーなどが代替案として出てきたこ
と自体は評価していますが、三次元の世界
で五感を使って体験することには代えられ
ないと多くの方が実感されたのではないで
しょうか。個人的な話になりますが、私の父
は足が少し悪くて今は歩けないけれど、昔
の旅の話を嬉しそうにしてくれる。一生涯、
記憶に残る旅はまさに投資であり、ラーケー
ションの取り組みも含めて単なる商品ではな
く、人を変える力があると信じています。
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休み方改革シンポジウム
パネル・ディスカッション

鮫島　本日のテーマは、ワーケーション、
国内旅行における平日需要促進です。観
光産業にとって、海外旅行、国内旅行、訪
日旅行のいずれも重要で、現在はインバウ
ンドが活況を呈していますが、一本槍のリ
スクは皆さんもコロナ禍で強く感じられた
のではないでしょうか。観光需要を構成す
る大きな要素は、お金、暇、モチベーショ
ンの3つであり、休み方改革は暇、すなわ
ち時間の創出につながります。今回、集
まっていただいたパネリストは、教育、行
政、産業それぞれの立場で先陣を切って
休み方改革に取り組んでいる方々です。
　まず、大分県別府市の時松さん、別府
市では公立の小・中学校の児童生徒を対
象に「たびスタ」休暇を導入されています。
取り組みの内容や課題についてお話しい
ただけますか。

鮫島 卓氏
駒沢女子大学観光文化学部 
教授

ファシリテーター

パネリスト

時松 哲也氏
別府市教育委員会事務局
教育政策課参事

花村 元気氏
名古屋鉄道株式会社 
地域連携部
ツーリズム担当課長

中野 正明氏
愛知県県民文化局県民生活部
県民総務課長
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●プレゼンテーション1 � ───────
　取得した97％が「よかった」、
　市民の幸せのために

時松 哲也氏

　別府市では2023年9月から、「旅」と「学
習（study）」を組み合わせた「たびスタ」
休暇を実施しています。別府は全国有数
の温泉地として多くのお客様に訪れてい
ただき、観光、宿泊、飲食サービス業の従
事者が全国平均の2倍に上っていることも
あり、繁忙期が土日・祝日に集中し、親子
で休みが合わない、子供と一緒に旅に行
く機会が得られにくい状況があります。観
光需要の偏りは日本の観光産業が抱える
構造的な問題。市も常に課題意識を持っ
ていましたが、解決の妙案がなかなか見
いだせなかった。そんな時、インスパイア
されたのが愛知県のラーケーションの取
り組みで、「たびスタ」休暇の制度設計に
向けて動きました。
　「たびスタ」休暇は、平日の家族旅行の
推奨、観光需要のシフトによる地域経済
の活性化を目指す、別府市初の新しい学
び方、休み方とうたっています。地域家庭
との教育活動の一環と捉え、校外活動と
して欠席とはせず「出席停止等」と同じ扱
いにしています。
　実施状況の一部をご紹介すると、2024
年度は別府市内の小・中学生の約3割に
あたる延べ2075人が申請しました。保護
者へのアンケートでは取得した97％が「よ

かった」と回答し、賛否についても「賛成」
が約8割に上りました。自由回答では、「仕
事が土日関係ないシフト制なので嬉しい」

「後ろめたさがなく休める」「家族と過ご
す時間が子供の成長につながる」といっ
た支持する声も寄せられました。観光需
要の平準化に対しては「平日に旅行できる
ことは大変助かる。混雑緩和ができ、旅
行代金も安くなった」、教職員からは「『た
びスタ』休暇での経験が授業の役に立っ
ている」といった具体的な意見もあり、導
入による手ごたえを感じています。
　一方、課題も浮き彫りになりつつありま
す。学習進度への懸念、旅行に出かけるた
めの経済的な問題、申請方法の簡素化な
どが指摘されています。学習進度への影
響に対しては、2025年度から別府市立全
ての小・中学生を対象に授業動画機能を
有した学習アプリを導入しました。以前か
ら１人１台端末を貸し出し、授業でも活用
していますが、「たびスタ」休暇を取得中

時松 哲也氏
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に受けられなかった授業についても、各自
のタブレットで視聴できるようにしました。
　自治体や教育員会の立場から「たびス
タ」を推進する意義を申し上げると、「今
ある価値観を揺さぶり、機運を作る」こと
であると考えています。2025年度から年
度内に5日まで取得できるよう拡充し、前
後の土日を合わせると最大9連続休暇が
可能になります。世界には、数週間のバカ
ンス休暇がある国も少なくありません。
ニーズに応じて多様な使い方ができる仕
組みづくりを目指しています。
　担当者として、「たびスタ」休暇、ラー
ケーションは着実に広がっていると感じ
ています。全国的な普及に向け、キャズム

（障害や壁）を乗り越える段階に備え、じ
わり、かつ着実な受け皿づくりを進めなけ
ればならない。息の長い取り組みになりま
すが、観光需要の平準化、地域活性化、
市民の幸せを実現するため、「たびスタ」
休暇が持続可能なモデルとなれるよう、今
後も先行自治体としてアップデートに尽力
していきたいと考えています。

鮫島　別府市の「たびスタ」休暇は最大5
日間と、ラーケーションに取り組む自治体
の中でも多いですね。韓国には同様の制
度があり、年間19日まで取得可能といった
ケースがあると聞いていますが、日数に対
してはどのようにお考えですか。

時松　別府市では当初3日からスタートし、

徐々に増やしていきました。2025年度は
大阪・関西万博が開催された年度でもあ
り、補助金制度も導入しながら、子供たち
に世界の最先端を知ってもらいたいとの
狙いがありました。もっとも、先ほども申
し上げましたが、必ず制度を利用してほし
いのではなく、多様なニーズに沿える仕組
みを整備することが私たちの使命。別府
市は海外にルーツを持つ家庭も多く、「た
びスタ」休暇を活用し、帰省するケースも
あります。海外旅行、スパンの長い体験活
動、ワーケーションなど、さまざまなニー
ズに対応できるよう制度設計を進めてい
きたいと考えているところです。

●プレゼンテーション2 � ───────
　愛知だけでなく、隣接県への
　観光波及効果も

中野 正明氏

　愛知県では、経済界、労働界、教育界
と連携しながら、休み方改革プロジェクト
を推進しています。経緯を説明すると、
2022年に県政150周年を迎えたことを契
機に、11月27日を「あいち県民の日」とす
る条例を定めました。「あいち県民の日」
を含む1週間は「あいちウィーク」と定め、
期間中、県の施設などを割引や無料で利
用できたり、愛知県の各エリアの魅力を
発信したりするイベントやキャンペーンを
県内各地で実施しています。2024年度の
事業は475に上り、多くの観光事業者や
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飲食店からも協力いただきました。
　さらに、家族と子供が一緒に過ごすこ
とができる環境づくりにつなげるため、

「県民の日学校ホリデー」を創設し、公立
学校では「あいちウィーク」期間中の平日
1日が学校休業日になります。県が推進す
る愛知県「休み方改革」プロジェクトの一
環であり、保護者にも子供の休みに合わ
せた有給休暇取得を呼びかけています。
導入により、家族が一緒に過ごす時間が
増えたとの声も多く伺います。
　特徴的なのは、「あいちウィーク」の期
間中の平日1日の休業日を、学校が自由に
設定できるようにしたこと。2025年度は4
連休も可能になりました。名古屋市も参画
したことで県内全域の54市町村に広がり、
観光への波及を期待しています。
　2024年度の調査では、小学生の子を持
つ保護者の33.5％、中高生の子を持つ保
護者の22.4％が、「あいちウィーク」期間

中に通常の休みに加えて休暇を取得。特
に「県民の日学校ホリデー」に合わせて休
暇を取得した保護者は、小学生が45.1％、
中高生が31％に上り、「とても有意義だっ
た」との声も多く、効果を実感しています。
　観光産業への影響を把握するために愛
知県、岐阜県、三重県、静岡県、長野県の
宿泊施設、観光施設を対象に「あいち
ウィーク」期間中の「県民の日学校ホリ
デー」に設定された平日の愛知県民の利
用状況を調査したのですが、宿泊施設の
15.2％、観光施設の44.8％が「平年（2022
年以前）と比べて利用者が増加した」と
回答。岐阜県、三重県、静岡県、長野県の
施設からは、隣接県との間で平日の宿泊
旅行を相互に呼びかけ、送客し合う取り組
みに「関心がある」と答えた割合が約6割、
さらに自県でも「あいちウィーク」や「県
民の日学校ホリデー」のような取り組みを
実施してほしいとの回答も約6割に上りま
した。愛知県内のみならず、隣接県にも観
光面での効果が広がっていることを実感
しています。

●プレゼンテーション3 � ───────
　県の施策と連動し、
　平日需要喚起の施策続々

花村 元気氏

　私からは企業を代表し、愛知県が推進
する休み方改革を産業界がどのように活

中野 正明氏
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かしているかとの観点でお話しします。名
古屋鉄道は愛知、岐阜にまたがる鉄道会
社で、年間の輸送人員は約3億6000万人。
鉄道、バス、タクシーといった交通事業の
他、運送、旅行、不動産、ホテル、流通な
ど約110社で名鉄グループを構成してい
ます。
　名鉄グループではレジャー施設も運営
していますが、直近の2025年6月単月の
平日と休日の来場者数を比較したところ、
休日が6倍に上っていました。シンポジウ
ムにご参加の皆さんには理解していただ
けると思いますが、観光施設にとって平日
が6分の1の来場者数であっても、固定費
を含め、要員体制をそこまで減らすことは
できません。観光需要の平準化は、まさ
に大きな課題です。
　愛知県の休み方改革の一環として「あ
いちスキ旅キャンペーン」があり、名鉄グ
ループも参画しています。平日の子供たち
の施設入場料などを割引にするものです。

平日専用で、美術館や博物館といった愛
知県内の35施設に入場できるお得な共通
チケット「あいち・なごや周遊観光パス
ポート」といった取り組みもあります。
　2024年度の「あいちウィーク」「県民の
日学校ホリデー」では、電車、バスの乗り
放題のきっぷを発売しました。小児150円
という非常に破格な値段で、期間中3000
弱の利用がありました。観光施設のワン
コイン設定、ホテルではランチ割引、特別
プランなども展開して誘客に努めています。

鮫島　別府市では、観光産業の従事者ほ
ど土日・祝日の休みが取りづらいとの報
告がありました。名鉄グループは社員に対
し、有給休暇取得に対してどのような取り
組みをされていますか。

花村　鉄道の現場を含めて休みが概ねシ
フト制であるため平日、休日に関係なく休
みの平準化に寄与している部分はあると
思います。また、コロナ禍をきっかけに事
務方中心にテレワークのような形で、どこ
でも働ける環境を整備しました。社員一人
ひとりも自由に働くことができるとの意識
が高まっており、その点では休暇の取得
に対してもハードルが下がったと感じてい
ます。

旅行こそが社会を豊かにする

鮫島　ここからはフリーディスカッション

花村 元気氏
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として、中野さんにお聞きします。休み方
改革、ラーケーションは、愛知県の大村
知事の強力なリーダーシップのもとで進
んだ経緯があります。全国展開の可能性
に関してどのように考えておられますか。

中野　休み方改革のシンボリックな取り
組みとして「あいち県民の日」や「県民の
日学校ホリデー」を制定しましたが、その
前に他の自治体の状況を調べると、県民
の日として子供たちの学校を休みにする
ためには、県議会の議決を経て条例とし
て制定しなければならないことが分かり
ました。愛知県については、2022年が県
政150周年の節目の年で機運醸成を図り
たいと訴えて議決を得ることができました
が、条例の制定は高いハードルの一つで
はないかと思います。また、「県民の日学
校ホリデー」を実際に展開していくために
は、各自治体の教育委員会の理解を得な
ければなりません。愛知県では一時的に
名古屋市が離脱したこともあり、市町村と
の協力体制が重要であると痛感しました。

鮫島　行政だけでなく、各市町村、産業
界も含めた機運づくりが重要ということで
すね。その他、課題についてはどうですか。

中野　愛知県では「あいち県民の日」「あ
いちウィーク」を進めて2025年度で3年目
となりますが、認知度はそれぞれ約6割に
とどまっており、県民全体に広がる周知、

啓発が重要だと考えています。特に、20
歳代や50歳以上の年代で認知度が低い
状況で、宿泊・観光施設からも「まだ日が
浅く、浸透してない」「学校に通う子供が
いる家庭は理解できるかもしれないが、
それ以外はまだまだ知られていない」とい
う意見がありました。
　また、全国への広がりという点ではまだ
道半ばです。県民の日を制定している18
都道県のうち、学校休業日を設定してい
るのは、主に関東圏の6都県。愛知県の

「県民の日学校ホリデー」のように、県民
の日を含む1週間のうちの平日1日を学校
休業日に自由に設定できる取り組みをし
ている自治体はありません。例えば、時期
をずらして各県がウィークを設定すること
で、平日の観光需要が順々に発生し、近隣
県にも効果を及ぼすのではないでしょうか。
全国47都道府県に広がれば、年間52週の
ほとんどで各都道府県の相互間の観光需
要が発生するとともに、観光需要が平準
化されることが期待できます。
　また、繰り返しになりますが、制度を浸
透させるためには、県だけでなく、各市町
村や民間事業者の協力、理解を得ること
が不可欠です。観光業界をはじめとする
民間事業者の方々には、「あいちウィーク」
に合わせ、イベントやキャンペーンなど、
さまざまな取り組みを実施していただくこ
とにより、一緒に賑わいを作り出していき
たいと考えています。
　さらに、他の都道府県も「あいちウィー
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ク」のように平日に休暇を取得する取り組
みを進めることで、将来的にはそれぞれの
県が相互に行き合い、地域全体の盛り上
がりの創出につながるはずです。愛知県
では、全国知事会や中部圏知事会におい
て大村知事自らが提言し、国へも休み方
改革への推進についての支援を要請して
います。観光、交通需要の喚起につなげ、
全国各地域と民間事業者の両者のWIN-
WINを実現するとともに、観光需要が平
準化し、業界全体の生産性が向上するこ
とを期待しています。

鮫島　最後に、今日の議論を通じて感じ
たことをお話しします。一点目は、「ラー
ケーション」に代表される休み方改革は、
実は日本社会を大きく変える可能性を持
つ、大きな改革だということです。行政だ
けでなく、学校教育の現場や産業界が連
携し、社会全体で取り組む必要があります。
何よりも、私たち一人ひとりが“自分ごと”と

して捉えることが、第一歩ではないでしょ
うか。
　二点目は、全国展開の視点です。大村
知事の冒頭コメントにもありましたが、各
都道府県が「県民ウィーク」のような取り
組みを設け、旅行・観光需要の平準化に
つなげていく。愛知県だけでなく、全国
に広がってこそ、本当の効果が出てくると
感じます。進めていく上では、学校現場の
理解と協力が欠かせません。教職員の
方々自身が休みを取れる環境を整えるこ
と、つまり“先生のラーケーション”も大切
です。
　今日ここにお集まりの皆さんの多くは
観光産業に携わる方々だと思います。自ら
休みを取り、ラーケーションを実践するこ
とが、そのまま観光の活性化、ビジネス
チャンスの拡大にもつながります。人には
勧めるけれど自分はやらない、それでは広
がりません。まず私たち自身が実践するこ
とが、全国展開の鍵になると思います。
　ヨーロッパでは「ソーシャルツーリズム」
という考え方があります。観光や旅行は、
人が豊かに生きるために欠かせないもの
であり、誰もが等しく楽しめる社会をつく
るべきだという考えです。最近は高付加価
値化の流れで旅行費用も上がっています
が、私は、旅行こそが人の心を豊かにし、
社会を健やかにするものだと思います。多
くの人が観光を楽しみ、人生をより豊かに
していく。そんな社会を目指していきたい
と感じました。鮫島 卓氏
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